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は
じ
め
に

　
「
な
に
わ
の
知
の
巨
人（
１
）」
と
評
さ
れ
て
近
年
評
価
が
と
み
に
高
い
木
村

蒹
葭
堂
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
二
）
は
、
大
坂
北
堀
江
の
酒
造
家
の
長
子

の
生
ま
れ
だ
が
、
五
、
六
歳
の
頃
よ
り
絵
を
描
く
の
を
好
み
、
地
元
の
狩

野
派
の
流
れ
を
汲
む
絵
師
大
岡
春
卜
（
一
六
八
〇
～
一
七
六
三
）
の
弟
子

と
な
り
、
春
卜
が
出
版
し
た
明
人
の
画
を
模
写
し
た
彩
色
絵
本
の
『
明
朝

紫
硯
』
を
見
て
唐
絵
に
志
し
た
と
、「
巽
斎
翁
遺
筆（
２
）」

に
書
き
残
し
て
い
る
。

　

こ
の
話
は
、
蒹
葭
堂
の
山
水
画
と
出
会
っ
て
彼
の
フ
ァ
ン
と
な
っ
た
芥

川
龍
之
介
が
、
随
筆
「
木
村
巽
斎
」（『
女
性
改
造
』
第
三
巻
第
八
号
（
一

九
二
四
年
八
）・
同
九
号
（
同
九
月
）
掲
載
）
に
も
引
用
し
て
お
り
、
相

応
に
知
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。『
明
朝
紫
硯
』
の
刊
行
は
延
享
三
年
（
一

七
四
六
）
で
あ
り
、
蒹
葭
堂
は
一
一
歳
の
多
感
な
時
期
に
こ
の
本
に
衝
撃

を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。『
明
朝
紫
硯
』
は
日
本
の
書
物
史
上
画
期
的
で

重
要
な
存
在
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
刊
行
極
初

期
の
受
容
例
と
し
て
も
こ
の
蒹
葭
堂
の
逸
話
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
『
明
朝
紫
硯
』
の
注
目
す
べ
き
一
伝
本
が
、
こ
の
度
慶
應
義
塾
大

学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
た
。『
明
朝
紫
硯
』
の
日
本
出

版
史
上
の
位
置
と
意
義
を
再
確
認
し
つ
つ
、
諸
伝
本
中
に
お
け
る
斯
道
文

庫
本
の
位
置
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

一
　
斯
道
文
庫
本
『
明
朝
紫
硯
』
の
由
来

斯
道
文
庫
蔵
吉
田
小
五
郎
旧
蔵
『
明
朝
紫
硯
』
に
つ
い
て

佐
々
木　

孝
浩
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斯
道
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
た
『
明
朝
紫
硯
』
は
、「
吉
田
小
五
郎
旧
蔵

丹
緑
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
仮
称
）
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

吉
田
小
五
郎
は
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
新
潟
県
柏
崎
の
生
ま
れ

で
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
後
に
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
の
教
員

と
な
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
九
年
間
に
わ
た
っ
て
幼
稚
舎
長
を
務
め

た
他
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
講
師
を
兼
ね
て
専
門
と
す
る
キ
リ
シ
タ
ン

史
を
講
じ
た
。
晩
年
郷
里
に
戻
り
、
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
に
八
一

歳
で
没
し
て
い
る
。

著
書
に
、『
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
シ
ャ
ヸ
ィ
エ
ル
小
伝
』（
大
岡
山
書
店
、

一
九
三
二
）、『
人
物
叢
書 

ザ
ヴ
ィ
エ
ル
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
）、

『
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス 

日
本
切
支
丹
宗
門
史 

全
三
巻
』（
岩
波
文
庫
、
一

九
三
八
～
四
〇
）
な
ど
の
翻
訳
的
な
業
績（
３
）が

あ
る
他
、『
吉
田
小
五
郎
随

筆
選
』
全
三
巻
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
柳
宗
悦
ら
の
民
藝
運
動
に
参
加
し
、
雑
誌
『
民
藝
』
に
も
度
々
寄

稿
し
て
い
る
。
古
美
術
品
や
石
版
画
な
ど
の
蒐
集
家
と
し
て
も
名
が
あ
っ

た
が
、
特
に
熱
心
に
集
め
た
の
が
、
寛
永
か
ら
万
治
（
一
六
二
四
～
一
六

六
一
年
）
頃
に
刊
行
さ
れ
た
版
本
の
挿
絵
に
、
丹
や
緑
な
ど
数
色
を
手

彩
色
で
加
え
た
「
丹
緑
本
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、『
民

藝
』
二
二
〇
～
二
二
四
号
（
一
九
七
一
年
四
月
～
八
月
）
に
連
載
し
た

「
丹
緑
本
覚
書
」（『
吉
田
小
五
郎
随
筆
選 

第
三
巻
』
に
収
載
）
や
、
没
後

に
刊
行
さ
れ
た
『T

A
N

RO
K

U
BO

N

　

Rare Books of Seventeenth-

Century Japan

』（K
odansha International

、
一
九
八
四
）
な
ど
で

片
鱗
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
丹
緑
本
に
特
化
し
た
他
に
類
を
見
な
い

貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

こ
の
度
、
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
れ
た
御
親
族
と
、
そ

の
御
希
望
を
尊
重
さ
れ
た
古
書
店
の
方
の
御
厚
情
に
よ
り
、
丹
緑
本
と
そ

の
周
辺
の
絵
入
り
版
本
お
よ
び
断
簡
類
か
ら
な
る
一
八
七
点
が
、
一
括
し

て
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
た
。
付
さ
れ
て

い
た
通
し
番
号
に
二
つ
欠
番
が
あ
る
こ
と
の
意
味
は
ま
だ
調
査
で
き
て
い

な
い
が
、
吉
田
小
五
郎
の
蒐
集
に
な
る
丹
緑
本
と
そ
の
関
連
書
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
、
ほ
ぼ
揃
っ
て
書
誌
学
の
研
究
機
関
の
蔵
書
と
な
っ
た
こ
と
の

意
義
の
大
き
さ
は
疑
い
な
い
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
確
認
作
業
を
行
っ
て
気
に
な
っ
た
の
は
、
丹
緑
本
で

は
な
い
資
料
も
あ
る
程
度
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
目
立
つ
の
は
、

丹
緑
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
絵
入
版
本
な
が
ら
彩
色
の
無
い
も

の
と
、
後
入
れ
と
思
わ
れ
る
丹
緑
に
似
せ
た
彩
色
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
と
は
別
に
刊
行
時
期
の
異
な
る
絵
入
り
彩
色
版
本
も
存
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
も
丹
緑
本
を
研
究
す
る
上
で
比
較
材
料
と
も
な
る
資
料
で
あ
る
の
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だ
が
、
そ
の
中
で
と
り
わ
け
目
立
つ
の
が
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
明
朝
紫

硯
』
な
の
で
あ
る
。

二
　
斯
道
文
庫
本
『
明
朝
紫
硯
』
の
書
誌

具
体
的
な
検
討
を
始
め
る
前
に
、
こ
の
吉
田
小
五
郎
旧
蔵
の
『
明
朝
紫

硯
』
の
書
誌
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

明
朝
紫
硯　
三
巻
（
下
巻
未
刊
）
二
冊　

大
岡
春
卜
編　
（
函
架

番
号
未
定（
４
））

薄
茶
色
地
瓢
箪
唐
草
文
蝋
箋
表
紙
（
二
六
・
七
×
一
七
・
六
糎
）、
康

煕
綴
（
四
穴
の
間
隔
は
中
央
の
み
狭
い
）・
紫
色
の
羅
の
角
裂
を
有
す
る

袋
綴
装
二
冊
。
左
肩
松
葉
色
題
簽
（
一
七
・
四
×
三
・
〇
糎
）
に
「
明
朝

紫
硯　
上
（
中
）」
と
墨
書
（
上
楷
書
風
、
中
行
書
風
）。
料
紙
は
中
国
か

ら
輸
入
し
た
白
み
の
強
い
竹
紙（
５
）で

、
本
文
部
分
は
同
質
紙
の
間
紙
を
入
れ

て
い
る
。
薄
く
繊
細
な
紙
で
あ
る
の
で
、
竹
紙
特
有
と
も
い
え
る
部
分
的

な
破
れ
を
複
数
確
認
で
き
る
。
見
返
し
は
本
文
共
紙
。
上
中
冊
共
に
、
遊

紙
前
後
各
一
丁
、
本
文
二
〇
丁
。
上
冊
首
に
「
生
動
畫
園
序
」
と
題
し
、

末
尾
に
「
延
享
三
年
丙
寅
夏
五
月
中
浣
法
眼
春
卜
一
翁
摹
」
と
あ
る
序
文

一
丁
（
間
紙
な
し
、
四
周
単
辺
（
二
二
・
一
×
一
五
・
二
糎
）
有
罫
一
〇

行
）
が
あ
る
。
両
冊
共
に
中
央
に
大
字
の
篆
書
体
で
「
生
動
」（
上
中
で

書
風
を
変
え
る
）
と
刻
し
、
幅
広
で
角
丸
、
上
下
の
中
央
を
二
瘤
様
に
膨

ら
ま
せ
た
（
枠
の
内
側
は
半
円
形
に
窪
ま
せ
る
）、
上
中
で
模
様
が
異
な

る
多
色
摺
の
飾
り
枠
で
囲
ん
だ
扉
が
あ
る
。
内
題
は
な
く
、
見
開
き
を
一

図
と
し
て
、
五
言
ま
た
は
七
言
詩
の
一
句
あ
る
い
は
一
聯
と
作
者
名
と
朱

印
、
詩
の
内
容
に
因
む
多
色
摺
の
植
物
画
を
刻
す
。
本
文
部
分
は
四
周
単

辺
（
二
一
・
七
×
一
四
・
八
糎
）
無
罫
。
上
中
各
一
八
図
。
版
心
は
幅

一
・
二
糎
の
平
行
線
の
み
で
、
表
側
上
部
に
「
明
朝
生
動
畫
圖
巻
上
（
中
）」

と
は
っ
き
り
読
め
る
柱
題
が
あ
る
が
、
丁
付
は
な
い
。
上
冊
本
文
二
〇
丁

裏
、
中
冊
一
九
丁
裏
は
白
紙
。
中
冊
二
〇
丁
表
上
部
に
は
、
四
足
三
爪
の

龍
を
配
し
、
そ
の
中
央
に
方
形
に
陰
刻
の
篆
書
で
「
大
岡
／
甫
政
／
藏
版
」

と
刻
ん
だ
大
き
な
朱
印
が
捺
さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
下
部
中
央
に
「
毎
部
必

有
此
章
／
若
無
者
係
偽
本
」
と
刻
す
。
同
丁
裏
に
左
の
よ
う
な
奥
付
が
あ

る
（
図
１
）。

　

延 
享 

三 

丙 

寅 

歳 

夏 

四 

月 

上 

旬

　
　
　
　
　

     

法 

眼 

春 

卜 

一 

翁 

圖 

寫
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彫 

刻 

村
上
源
右
衛
門 

　

下
巻
一
冊　

嗣
出 

江
戸
書
肆　

西　

村　

源　

六

 

浪
華
書
肆　

澁 

川 

清
右
衛
門

 

同　
　
　
　

松 

村 

九 

兵 

衛

 

同　
　
　
　

大
野
木
理 

兵 

衛

蔵
書
印
（
図
２
）
は
、
上
冊
は
序
丁
表
右
下
よ
り
上
に
、
①
長
方
朱
の

印
文
不
明
糸
印
・
②
丸
朱
の
印
文
不
明
糸
印
・
③
長
方
朱
陰
「
小
五
郎
」・

④
小
判
朱
「
吉
田
」、
扉
右
上
に
⑤
長
方
朱
「
九
如
堂
／
圖
書
記
」
が
、

中
冊
は
扉
右
下
か
ら
上
に
①
～
④
、
右
上
に
⑤
を
捺
す
。
糸
印
は
室
町
か

ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
銅
製
の
印
で
、
篆
書
風

な
が
ら
判
読
不
能
の
印
文
を
有
す
る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
戦

国
武
将
の
使
用
が
目
立
ち
、
特
に
豊
臣
秀
吉
の
朱
印
状
の
例
が
著
名
で
あ

る
。
絵
師
が
好
ん
で
使
用
し
た
と
も
言
わ
れ
、
①
②
の
印
も
本
の
内
容
か

ら
し
て
も
絵
師
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
継
続
的
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
③
④
は
言
う
ま
で
も
な
く
吉
田
小
五
郎
の
印
で
あ
り
、
丹

緑
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
書
物
形
態
の
も
の
に
は
す
べ
て
捺
さ
れ
て
い
る
。

⑤
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
で
小
汀
利
得
・
渡
邊
千
秋
旧
蔵
の
宝
暦
一
一

年
（
一
七
六
一
）
刊
『
歌
囊
井
蛙
談
』
に
も
見
え
る
も
の
だ
が
、
使
用
者

未
詳
で
あ
る
。

（図１）　斯道文庫本奥付

（図２）　斯道文庫本上冊蔵書印
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茶
漆
塗
り
被
蓋
の
桐
箱
（
中
底
板
と
裏
面
指
穴
あ
り
、
二
九
・
二
×
二

〇
・
五
×
三
・
〇
糎
）
入
り
。
中
央
に
黒
漆
で
「
明
朝
紫
硯
」
と
行
書
で

記
す
。
下
小
口
中
央
に
銀
紙
を
貼
り
「
明
朝
紫
硯
」
と
墨
書
。
箱
蓋
右
下

に
現
代
の
青
い
枠
線
を
印
刷
し
た
蔵
書
票
に
「
丹
緑
／0152

／
２
（
上
下
）」

と
マ
ジ
ッ
ク
書
き
し
、
や
や
大
き
め
に
切
っ
た
透
明
シ
ー
ル
を
貼
り
重
ね
る
。

料
紙
の
裂
け
が
数
か
所
に
あ
る
も
の
の
、
保
存
状
態
は
概
ね
良
好
で
あ

る
。
華
美
で
は
な
い
が
上
手
の
塗
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

大
切
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
本
で
特
に
気
に
な
る

の
は
表
紙
で
あ
る
（
図
３
）。
中
国
的
な
印
象
の
強
い
蝋
箋
の
表
紙
と
緑

色
の
題
簽
は
組
み
合
わ
せ
も
よ
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
表
紙
が
原
の
も

の
な
の
か
改
め
た
も
の
な
の
か
が
不
明
な
の
で
あ
る
。
や
は
り
唐
本
を
連

想
さ
せ
る
康
煕
綴
で
あ
る
こ
と
や
、
紫
色
の
角
裂
を
有
す
る
こ
と
な
ど
も
、

全
体
的
に
見
る
と
不
自
然
さ
も
な
く
、
原
装
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

そ
う
な
る
と
書
き
題
簽
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
版
本
の
一
般
的
な
表

紙
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
献
上
本
」
的
な
特
装
本
と
し
て
仕
立
て
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
の
他
の
伝
本
と
の
比
較
を
通
し

て
、
こ
の
こ
と
の
正
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

外
題
に
も
版
心
に
も
「
上
」「
中
」
し
か
な
く
、「
下
」
が
欠
け
た
本
の

よ
う
に
も
見
え
る
が
、
中
巻
末
の
奥
付
に
も
「
下
巻
一
冊　

嗣
出
」
と
あ

る
よ
う
に
、
こ
の
本
は
三
巻
編
成
で
あ
り
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
上
中
の

二
巻
の
み
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
問
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
他
の
伝
本
の
状
況
を
確
認
し
て
か

ら
検
討
し
て
み
た
い
。

奥
付
と
同
一
丁
の
表
に
存
す
る
龍
の
蔵
版
印
に
名
の
見
え
る
「
大
岡
甫

政
」
は
、
春
卜
の
弟
子
か
ら
養
子
と
な
っ
た
法
橋
春
川
（
一
七
一
九
～
一

七
七
三
）
の
こ
と
で
、
高
齢
の
春
卜
の
代
わ
り
に
蔵
版
者
と
し
て
刊
行
の

雑
事
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

（図3）　斯道文庫本上巻表紙
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彫
師
の
村
上
源
右
衛
門
は
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
大
坂
・
京
屋
幸

助
刊
の
西
川
祐
信
『
三
十
二
相
姿
競
』、
同
一
五
年
大
坂
・
毛
利
田
庄
太

郎
刊
の
西
川
祐
信
『
絵
本
常
盤
草
』、
同
二
〇
年
京
・
山
本
長
兵
衛
、
大

坂
・
毛
利
田
庄
太
郎
刊
の
中
村
三
近
子
編
・
橘
守
国
画
『
謡
曲
画
誌
』
一

〇
巻
を
藤
村
善
右
衛
門
と
共
に
担
当
す
る
な
ど
、
江
戸
中
期
に
上
方
を
中

心
に
流
行
し
て
い
た
、
絵
を
中
心
と
す
る
半
紙
本
形
版
本
で
あ
る
所
謂
「
絵

本
」
な
ど
で
活
躍
し
た
彫
師
で
あ
り
、
大
岡
家
蔵
版
で
あ
っ
て
も
一
流
の

職
工
を
起
用
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

販
売
を
担
当
し
た
書
肆
は
江
戸
の
西
村
源
六
を
除
く
と
、
春
卜
の
地
元

大
坂
が
三
軒
で
あ
る
。
そ
の
顔
ぶ
れ
を
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
九
）
な
ど
を
参
考
に
、
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

西
村
（
屋
）
源
六
は
江
戸
通
本
町
三
丁
目
の
書
肆
で
、
号
は
文
刻
堂
。

元
禄
か
ら
安
政
頃
ま
で
の
活
動
が
確
認
で
き
る
。
京
の
西
村
市
郎
衛
門
の

江
戸
店
が
独
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
両
者
の
相
合
版
が
多
数
あ
る
。

そ
の
内
の
一
つ
が
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
刊
の
狩
野
探
幽
原
図
・
石

仲
子
守
範
写
『
画
図
百
花
鳥
』
五
巻
で
あ
り
、
画
譜
の
書
肆
に
名
を
連
ね

る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。

渋
川
清
右
衛
門
は
大
坂
心
斎
橋
順
慶
町
五
丁
目
の
書
肆
で
、
屋
号
は
柏

原
屋
、
号
は
称
觥
堂
。
寛
文
か
ら
明
治
初
年
頃
の
活
動
が
確
認
で
き
る
。

写
本
の
奈
良
絵
本
を
模
し
た
作
り
の
、
横
本
型
絵
入
り
本
「
御
伽
文
庫
」

二
三
編
は
、「
渋
川
版
」
と
通
称
さ
れ
て
著
名
で
あ
る
。
絵
本
の
刊
行
に

力
を
い
れ
た
書
肆（
６
）で

、『
明
朝
紫
硯
』
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
も

納
得
で
き
る
。
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
江
戸
の
西
村
源
六
、
大
坂
の

伊
和
惣
兵
衛
と
の
相
合
版
で
絵
入
り
本
『
貝
尽
浦
の
錦
』
二
冊
を
刊
行
し

て
い
る
。

松
村
九
兵
衛
は
大
坂
心
斎
橋
西
詰
の
書
肆
で
、
号
は
文
海
堂
、
軒
号
は

抱
玉
軒
、
屋
号
は
駿
河
屋
。
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
江
戸
の
西
村
源

六
、
京
の
額
田
正
三
郎
と
の
相
合
版
で
絵
入
り
本
『
雛
あ
そ
び
乃
記
』
を

刊
行
し
て
い
る
。

大
野
木
理
兵
衛
は
謎
の
存
在
で
、
井
上
隆
明
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
板

元
総
覧
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
八
）
に
も
見
い
だ
せ
な
い
。
大
坂
の

理
兵
衛
で
検
索
す
る
と
、
丹
波
屋
と
西
田
屋
が
候
補
と
な
る
が
、
前
者
は

人
見
姓
な
の
で
、
残
る
の
は
西
田
屋
の
み
と
な
る
。
西
田
屋
は
心
斎
橋
久

宝
寺
町
ほ
か
心
斎
橋
周
辺
を
転
々
と
し
た
書
肆
で
、
宝
暦
か
ら
安
永
頃
ま

で
の
活
動
が
確
認
で
き
る
。
一
方
大
野
木
姓
で
検
索
す
る
と
、
心
斎
橋
筋

安
堂
町
五
丁
目
の
秋
田
屋
市
兵
衛
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
延
宝
か
ら

明
治
ま
で
長
く
活
動
し
て
お
り
、「
兵
衛
」
も
共
通
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

理
兵
衛
も
そ
の
一
族
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
引
き
続
き
検
討
を
続
け
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た
い
。

西
村
だ
け
が
江
戸
で
あ
る
が
、
渋
川
や
松
村
と
の
近
い
時
期
の
相
合
版

が
確
認
で
き
る
の
で
あ
り
、
不
思
議
な
組
み
合
わ
せ
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

三
　「
生
動
画
園
序
」
の
解
釈

続
い
て
こ
の
本
の
成
立
事
情
を
知
る
た
め
に
、
春
卜
の
自
序
（
図
４
・

５
）
を
翻
刻
し
、
そ
の
内
容
を
先
学
の
研
究
に
拠
り
つ
つ
確
認
し
て
み
た
い
。

生
動
畫
園
序

明
朝
集
名
画
花
號
生
動
畫
園
其
員
凡
六
十
又
二
帖

白
梅
水
僊
酢
漿
草
春
蘭
百
合
鴨
碩
艸
水
草
二
種
蝋

梅
翁
草
黄
葵
艸
石
蠶
雪
中
梅
木
桂
三
角
草
手
毬
梨

等
者
文
微
明
画
也
〇
寒
梅
唐
葵
木
蘭
紫
蘭
鳳
僊

花
秋
菊
秋
海
棠
杜
丹
百
合
石
竹
鬼
百
合
荊
棘
緋
桃

菫
者
東
郭
克
弘
画
也
〇
花
蔓
草
澤
桔
梗
蓮
唐
葵
仙

翁
草
藤
芙
蓉
草
牡
丹
龍
膽
百
日
紅
鐘
艸
紅
黄
艸

晝
顔
黄
芩
者
戴
文
進
畫
図
也
〇
黄
菅
蔓
覆
盆
子
十
様

錦
胡
蝶
草
木
瓜
罌
粟
雞
冠
艸
萩
弟
切
草
白
粉
艸
」

海
棠
花
等
丁
玉
川
圖
也
〇
蓴
菜
山
菊
花
風
車
金

燈
花
和
名
宇
志
之
波
知
未
起
千
日
紅
木
賊
者
朱
銓
文
衡

筆
也
〇
楮
雪
下
芭
蕉
雪
下
紅
牡
丹
躑
躅
五
味
子
鼠
尾

草
等
者
王
維
烈
筆
也
〇
皆
時
之
名
画
入
能
品
者
也
着
色

濃
淡
摹
補
寫
與
童
児

　
　
（
二
行
分
ア
キ
）

延
享
三
年
丙
寅
夏
五
月
中
浣
法
眼
春
卜
一
翁
摹

冒
頭
に
は
、
明
朝
の
名
画
の
花
を
集
め
て
「
生
動
画
園
」
と
名
付
け
た

も
の
で
、
そ
の
画
の
数
は
凡
そ
六
十
二
帖
と
あ
る
。「
生
動
」
と
は
今
に

も
動
き
出
し
そ
う
な
い
き
い
き
と
し
た
様
子
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
中

国
の
南
北
朝
時
代
の
画
家
謝
赫
の
画
論
『
古
画
品
録
』
で
示
さ
れ
た
、
絵

画
の
六
つ
の
基
本
原
理
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
「
六
法
」
の
第
一
と
さ
れ
た
「
気

韻
生
動
」
以
来
、
絵
画
と
縁
の
深
い
熟
語
で
あ
る
。
六
二
と
い
う
数
に
つ

い
て
は
謎
が
あ
る
が
そ
れ
は
後
に
説
明
し
た
い
。

続
い
て
植
物
名
を
折
々
「
〇
」
で
区
切
っ
て
は
数
多
く
列
挙
し
て
い
て
、

「
〇
」
の
直
前
に
そ
こ
ま
で
記
し
た
植
物
の
絵
の
手
本
と
し
た
中
国
の
画

家
の
名
を
上
げ
て
い
る
。「
文
微
明
・
東
郭
克
弘
・
戴
文
進
・
丁
玉
川
・

朱
銓
文
衡
・
王
維
烈
」
の
六
名
の
名
を
確
認
で
き
る
。
書
名
か
ら
し
て
も

当
然
の
如
く
す
べ
て
明
代
の
名
家
で
あ
る
の
だ
が
、
知
名
度
に
は
か
な
り
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差
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
順
序
は
生
存
年
代
順
で
は
な
い
の
で
、
春

卜
の
評
価
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
も
後
に
検
討
し
て
み
た
い
。

何
故
六
名
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
画
の
六
法
、
詩
の
六
義
な

ど
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
六
は
漢
字
文
化
圏
に
お
い
て
芸
術
の
聖
数
で

あ
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
六
名
に
つ
い
て
、

『
大
漢
和
辞
典
』
や
孫
濌
公
編
『
中
國
歷
代
畫
家
大
辭
典
』（
香
港
・
文
化

資
料
供
応
社
、
一
九
七
九
）
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
簡
単
に
説
明
し
て
お

き
た
い
。

上（図４）　斯道文庫本春卜自序①　下（図５）　斯道文庫本春卜自序②と上巻扉　
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文
微
明
：
一
四
七
〇
～
一
五
五
九
年
。
名
壁
、
字
微
明
、
後
に
微
仲
。

号
衡
山
。
諡
貞
献
先
生
。
江
蘇
省
長
洲
県
の
人
。
沈
周
・
唐
寅
・
仇
英
と

と
も
に
明
代
四
大
家
と
称
さ
れ
る
。
江
南
の
蘇
州
を
中
心
に
活
動
し
た
画

派
呉
派
（
呉
門
派
）
の
祖
の
一
人
と
さ
れ
、
後
代
へ
の
影
響
も
大
き
い
。

東
郭
克
弘
：
一
五
三
三
～
一
六
一
一
年
。
姓
は
孫
。
居
所
東
郭
草
堂
の

称
よ
り
東
郭
克
弘
と
も
。
字
允
執
、
号
雪
居
。
汪
蘇
省
華
亭
の
人
。
父
礼

部
尚
書
孫
承
の
蔭
位
を
受
け
漢
陽
知
府
に
至
る
。

戴
文
進
：
一
三
八
八
～
一
四
六
二
年
。
名
進
、
字
文
進
、
号
静
庵
、
玉

泉
山
人
。
浙
江
省
銭
塘
県
の
人
。
宮
廷
画
家
と
し
て
活
躍
。
浙
派
の
始
祖

と
さ
れ
、
特
に
山
水
画
を
得
意
と
し
た
。

丁
玉
川
：
生
没
年
未
詳
。
一
五
世
紀
前
半
に
活
躍
。
江
西
省
の
人
。
特

に
山
水
画
に
優
れ
て
い
た
。

朱
銓
文
衡
：
生
没
年
未
詳
。
名
銓
、
字
文
衡
、
号
樗
仙
。
湖
南
省
長
沙

の
人
。
山
水
画
や
人
物
画
を
得
意
と
し
た
。

王
維
烈
：
生
没
年
未
詳
。
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
始
め
に
活
躍
。

字
無
競
。
江
蘇
省
呉
県
の
人
。

気
に
な
る
の
は
、
末
尾
で
す
べ
て
明
朝
の
名
画
で
「
能
品
」
に
入
る
も

の
だ
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
能
品
」
は
書
画
の
品
位
の
ラ
ン

ク
で
あ
る
三
品
の
内
、「
神
品
」・「
妙
品
」
に
次
ぐ
三
番
目
の
も
の
で
、

技
術
は
巧
み
な
が
ら
気
韻
に
乏
し
い
も
の
を
意
味
す
る
。
春
卜
は
単
に
技

術
的
な
素
晴
ら
し
さ
を
評
価
し
て
こ
の
語
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
そ
れ
ら
に
濃
淡
の
着
色
を
し
、
摹
し
て
童
児
に
与
え
る
と
結
ぶ
。

春
卜
の
脳
裏
に
木
村
兼
葭
堂
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し

な
い
が
、
確
か
に
こ
の
本
は
童
児
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
有
名
な
「
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
」
の
慶
長
一
三
年

（
一
六
〇
八
）
也
足
叟
（
中
院
通
勝
）
刊
語
に
、「
更
図
画
卷
中
之
趣
分
為

上
下
、
是
雖
不
足
動
好
女
人
情
、
聊
為
之
悅
稚
童
眼
目
而
已
」
と
あ
る
よ

う
に
、
女
性
や
幼
童
を
持
ち
出
す
の
は
謙
遜
の
常
套
手
段
と
い
う
側
面
が

あ
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
決
し
て
本
心
で
は
な

く
、
そ
の
遜
っ
た
部
分
に
こ
そ
強
い
自
負
を
感
じ
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
「
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
」
が
挿
絵
を
加
え
た
こ
と
を
誇
っ
て
い
る
よ
う
に
、

本
書
で
は
「
着
色
濃
淡
」
を
自
慢
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
手
彩

色
で
な
く
印
刷
に
よ
る
版
本
の
着
色
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
年
次
の
明
確
な
序
文
に
そ
の
こ
と
が
き
ち
ん
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
、
こ
の
作
品
が
日
本
印
刷
史
上
で
注
目
さ
れ
て
き
た
所
以
で
あ
る
。



─ 10 ─

着
色
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
序
文
に
は
、
六
名
の
明
代
の
画
家
の
名
を
挙
げ
そ
の
作
品

を
摹
し
た
と
あ
る
の
だ
が
、
本
編
の
各
図
に
あ
る
春
卜
筆
と
考
え
ら
れ
る

題
賛（
７
）を
見
る
と
、
確
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
に
こ
の
六
名
の
名
と
模
刻
し

た
ら
し
い
朱
印
を
確
認
で
き
る
。
図
に
通
し
番
号
を
附
し
て
、
各
画
家
の

点
数
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
参
考
の
た
め
に
延
享
三
年
時
に
は
未
刊
で

あ
っ
た
下
冊
の
情
報
も
（　

）
に
入
れ
て
加
え
て
お
き
た
い
。
な
お
「
／
」

は
冊
の
切
れ
目
で
あ
る
。

文
微
明
： 

２
、
５
、
８
、
13
、
16
／
19
、
24
、
30
、
35
（
／
39
、
44
、

50
、
58
）

東
郭
克
弘
：
１
、
６
、
11
、
14
、
18
／
21
、
26
、
33
（
／
37
、
42
、

48
、
53
、
59
）

戴
文
進
：
３
、
７
、
12
／
23
、
27
、
34
（
／
40
、
43
、
49
、
52
、
56
）

丁
玉
川
：
４ 

、
15
／
20
、
29
、
36
（
／
41
、
46
、
51
、
54
）

朱
銓
文
衡
：
９
、
17
／
22
、
31
（
／
45
、
55
）

王
維
烈
：
10
／
25
、
28
、
32
（
／
38
、
47
）

不
明
：（
57
）

第
五
七
図
は
賛
に
名
前
も
印
も
な
く
、
誰
の
絵
を
模
し
た
の
か
不
明
で

あ
る
。
こ
の
一
覧
を
見
る
と
、
図
の
順
序
は
画
家
の
並
び
と
は
無
関
係
で

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
と
と
も
に
、
画
家
の
順
の
意
味
も
推
測
で
き
そ

う
で
あ
る
。
そ
れ
を
よ
り
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
六
名
の
冊
毎
の
図

の
数
を
整
理
し
て
み
た
。

文
微
明
：
５
・
４
（
・
４
） 

13

東
郭
克
弘
：
５
・
３
（
・
５
） 

13

戴
文
進
：
３
・
３
（
・
５
） 

11

丁
玉
川
：
２
・
３
（
・
４
） 

９

朱
銓
文
衡
：
２
・
２
（
・
２
） 

６

王
維
烈
：
１
・
３
（
・
２
） 

６　

不
明
：（
１
） 

1　

不
明
の
一
図
が
ど
こ
に
加
わ
る
か
に
よ
っ
て
多
少
変
動
す
る
可
能
性
は

あ
る
も
の
の
、
概
ね
図
の
数
の
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

春
卜
の
画
家
に
対
す
る
評
価
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

序
文
で
列
挙
さ
れ
た
植
物
名
と
図
と
の
対
応
関
係
を
確
認
し
て
み
る
と
、

一
図
に
複
数
の
植
物
が
描
か
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
く
、
把
握
が
難
し
い
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部
分
も
多
い
の
だ
が
、
植
物
名
は
各
画
家
の
図
の
掲
載
順
と
な
っ
て
い
る

ら
し
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
例
え
ば
一
番
数
が
少
な
い
王
維
烈
の
部
分

の
序
文
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
図
の
番
号
を
加
え
て
み
る
と
、「
楮

（
10
？
）・
雪
下
（
25
）・
芭
蕉
（
28
）・
雪
下
紅
（
32
）・
牡
丹
（
対
応
ナ

シ
）・
躑
躅
（
38
）・
五
味
子
、
鼠
尾
草
（
47
）」
と
な
り
、
序
文
の
植
物

名
は
下
冊
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
第
一
〇
図
が
「
楮
」

で
な
い
こ
と
は
明
白
で
、
王
維
烈
の
「
牡
丹
」
図
が
存
在
し
て
い
な
い
な

ど
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
概
ね
対
応
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
他
の
画
家
で
も
同
様
で
、
序
文
執
筆
時
点
で

下
冊
ま
で
の
内
容
が
定
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
も
推
測
で
き
る
。
問
題

は
対
応
し
な
い
部
分
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
が
、
当
初
の
計
画
の
名
残

と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
「
摹
補
寫
」
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
も
言
及
し
た
木
村
兼

葭
堂
の
「
巽
斎
翁
遺
筆
」
に
、「
春
卜
嘗
て
芥
子
園
畫
本
に
倣
ひ
、
明
人

の
畫
を
模
寫
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
従
来
よ
り
『
芥
子
園
画
伝
』
と

の
関
係
の
確
認
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
『
芥
子
園
画
伝
』
は
、
清
朝
康
煕
帝
の
時
代
に
編
纂
刊
行
さ
れ
た
、
画

家
王
概
編
の
木
版
多
色
刷
の
画
譜
で
全
三
集
（
第
四
集
は
後
世
の
追
補
）。

書
名
は
、
本
書
の
発
案
者
で
あ
る
、
作
家
・
劇
作
家
に
し
て
出
版
も
行
っ

た
李
漁
の
別
荘
の
名
に
由
来
す
る
。
康
熙
一
八
年
（
一
六
七
九
）
刊
の
初

集
は
山
水
樹
石
画
譜
、
康
煕
四
〇
年
（
一
七
〇
一
）
刊
の
二
集
は
蘭
竹
菊

梅
画
譜
、
同
年
刊
の
三
集
は
草
虫
花
卉
・
翎
毛
花
菓
譜
で
あ
る
。
日
本
に

は
享
保
頃
に
伝
わ
っ
て
大
き
な
影
響
を
与
え
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）

以
降
何
度
も
覆
刻
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。

見
開
き
に
多
色
摺
の
植
物
を
大
胆
に
配
し
、
朱
印
の
あ
る
詩
の
題
賛
を

加
え
る
な
ど
、『
画
伝
』（
以
下
こ
う
略
称
）
二
・
三
集
と
の
形
式
的
な
共

通
性
の
高
さ
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
仲
田
勝
之
助
は
、『
画
伝
』
三
集
「
草

虫
花
卉
譜
」
と
比
較
を
行
っ
て
、
上
中
二
冊
の
三
六
図
中
二
十
図
の
類
似

を
確
認
す
る
一
方
で
、
下
冊
に
は
似
た
も
の
を
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
を
報

告
し
て
い
る（
８
）。

ま
た
仲
町
啓
子
は
、『
明
朝
紫
硯
』
は
『
画
伝
』
の
「
構
図
を
一
部
変
え
、

画
家
名
を
変
え
、
詩
を
変
え
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
照
合
表

を
作
成
し
て
上
冊
一
四
図
、
中
冊
六
図
の
計
二
〇
図
に
関
係
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る（
９
）。

ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
は
、
仲
田
と
仲
町
の
認
定
に
や
や
ず
れ
が
あ
り
、

共
通
す
る
も
の
は
一
七
図
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
第
二
～
一
〇
、

第
一
三
、
第
一
六
～
一
八
、
第
二
五
～
二
八
、
第
三
二
～
三
四
図
の
二
〇

図
の
類
似
を
改
め
て
指
摘
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、『
画
伝
』
第
二
集
「
梅
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譜
」
上
冊
か
ら
三
図
、「
蘭
譜
」
下
冊
か
ら
一
図
の
流
用
を
追
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
具
体
的
な
考
察
は
な
い
も
の
の
、「
元
禄
初
年
に
ド
イ
ツ
人
の
医

師
ケ
ン
プ
フ
ァ
ー
が
長
崎
で
入
手
し
た
よ
う
な
蘇
州
年
画
の
花
鳥
図
の
影

響
も
否
定
で
き
な
い
」
と
の
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る）

（1
（

。

兼
葭
堂
の
指
摘
は
誤
り
で
は
な
い
も
の
の
、『
明
朝
紫
硯
』
は
単
な
る

『
画
伝
』
の
模
倣
で
は
な
く
、
春
卜
の
作
品
と
し
て
参
考
原
画
に
様
々
に

手
を
加
え
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

序
文
の
解
釈
を
行
っ
て
気
に
な
る
の
は
、「
明
朝
紫
硯
」
と
い
う
外
題

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
後
に
加
え
ら
れ
た
下
冊
を

含
め
て
、
各
冊
に
は
扉
が
あ
り
、
大
き
く
「
生
動
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
他
、

柱
題
も
「
明
朝
生
動
畫
圖
巻
上
（
中
・（
下
））」
と
あ
り
、
内
題
に
は
「
明

朝
紫
硯
」
の
名
は
ど
こ
に
も
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
本
伝
本
の
外
題
は
手

書
き
で
あ
る
も
の
の
、
原
刷
題
簽
を
有
す
る
伝
本
も
み
な
「
明
朝
紫
硯
」

の
外
題
を
有
し
て
お
り
、
刊
行
当
初
か
ら
こ
の
外
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
序
文
の
記
述
と
図
が
完
全
に
対
応
し
な
い
こ

と
を
含
め
て
、
刊
行
ま
で
に
何
ら
か
の
変
更
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
明
朝
生
動
画
図
」
と
い
う
書
名
は
、
堅
苦
し
い
印
象
が
あ
る
の
は
確

か
で
あ
り
、「
明
朝
紫
硯
」
の
方
が
商
品
と
し
て
の
書
物
名
と
し
て
印
象

が
強
い
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
明
朝
」
は
そ
の
通
り
と
し
て
、

や
は
り
気
に
な
る
の
は
「
紫
硯
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
意
味
は
紫
色
の
石

で
作
ら
れ
た
硯
と
い
う
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
何
故
こ
の
語
が
選
ば
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
室
町
時
代
の
歌
僧
正
徹
や
そ
の
弟
子
正
広
の
和
歌
に
紫

の
硯
を
詠
ん
だ
例
な
ど
を
確
認
で
き
る
も
の
の
、
直
接
的
な
関
係
は
あ
り

そ
う
も
な
い）

（（
（

。
通
常
黒
い
硯
が
紫
色
で
あ
る
と
い
う
点
に
、
こ
の
本
が
彩

色
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討
を
続
け
た
い
。

四
　『
明
朝
紫
硯
』
の
諸
本

中
巻
に
存
す
る
奥
付
で
「
下
巻
一
冊　

嗣
出
」
と
予
告
し
て
い
た
よ
う

に
、
下
巻
も
刊
行
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
大
坂
本
屋
仲
間

記
録
の
『
開
板
御
願
書
扣
』
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
翌
延
享
四
年
一
一

月
に
柏
原
屋
清
右
衛
門
（
渋
川
）
に
対
し
「
作
者
大
岡
春
卜
」
の
『
明
朝

紫
硯
』
一
冊
の
開
板
許
可
が
下
り
た
こ
と
を
指
摘
し
た
マ
ル
ケ
氏
が
、「
現

物
の
存
在
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

上
中
二
巻
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
下
巻

の
伝
本
は
見
い
だ
せ
な
い
。

下
巻
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
は
、
延
享
三
年
か
ら
半
世
紀
以
上
も
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経
っ
て
か
ら
、
京
都
の
菱
屋
孫
兵
衛
が
求
版
し
て
印
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
菱
屋
版
は
な
か
な
か
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
マ
ル
ケ
氏
は

「『
明
朝
紫
硯
』
諸
本
一
覧
（
二
〇
〇
八
年
作
成）

（1
（

）」
に
お
い
て
、「
京
都　

菱
屋
孫
兵
衛
版
」
を
序
文
末
の
朱
印
・
題
賛
の
朱
印
・
末
尾
の
龍
形
蔵
版

朱
印
と
蔵
版
書
目
・
奥
付
な
ど
の
状
況
か
ら
、
B
～
F
の
五
種
に
分
類
し

た
上
で
、
朱
印
類
を
有
し
て
印
行
時
期
が
早
い
と
考
え
ら
え
る
B
を
さ
ら

に
１
～
３
に
分
け
て
お
ら
れ
る
。

B
の
三
つ
と
は
、「
〇
皇
都
書
肆
五
車
楼
蔵
版
畧
書
目　
〈
京
御
幸
町

／
御
池
下
ル
〉　

菱
屋
孫
兵
衛
」
と
あ
る
半
紙
本
サ
イ
ズ
の
蔵
版
目
録
五

丁
に
続
け
て
、「
文
化
十
年
癸
酉
孟
春
求
版
／　

皇
都
書
林　

御
幸
町
三

条
上
ル
二
丁
目　

菱
屋
孫
兵
衛
」
と
い
う
奥
付
を
有
す
る
も
の
（
東
京
芸

術
大
学
附
属
図
書
館
脇
本
文
庫
本
他
、
芸
大
本
は
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か

ら
画
像
公
開
）
と
、
下
巻
奥
付
の
冒
頭
に
「
皇
都　

五
車
楼
画
譜
類
蔵
版

略
書
目
」
と
あ
り
、
そ
の
末
尾
に
「
安
永
九
年
庚
子
正
月
刻
成
／
文
化
九

年
壬
申
初
冬
求
版
／
皇
都
書
肆　

御
幸
町
姉
小
路
上
ル
町　

菱
屋
孫
兵
衛
」

と
あ
る
も
の
（
大
英
博
物
館
本
他
、
大
英
本
は
立
命
館
大
学
A
R
C
古

典
籍
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
画
像
公
開
）
と
、
全
く
奥
付
の
な
い

も
の
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ス
ペ
ン
サ
ー
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
本
他
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
は
同
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

画
像
公
開
）
と
で
あ
る
。

B
・
１
の
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
と
B
・
２
の
同
九
年
の
求
版
本

が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
ケ
氏
は
菱
屋
印
行
の
画
譜
類
を
広
く
調

査
さ
れ
て
、
九
年
の
も
の
は
他
の
画
譜
の
目
録
を
流
用
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
菱
屋
の
も
の
だ
け
で
も
こ
れ
だ
け
の
種
類
が
あ
る
こ
と
は
、

江
戸
後
期
に
お
け
る
こ
の
作
品
の
人
気
の
高
さ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
人
気
は
近
代
以
降
も
続
い
た
こ
と
は
、
明
治
末
に
京
都
の
芸

艸
堂
が
菱
屋
か
ら
版
木
を
買
い
取
っ
て
大
量
に
印
行
し
て
い
る
（
マ
ル
ケ

氏
一
覧
の
「
京
都　

芸
艸
堂
版
」）
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
マ
ル
ケ

氏
は
昭
和
一
七
年
ま
で
芸
艸
堂
の
目
録
に
『
明
朝
紫
硯
』
が
載
っ
て
い
る

こ
と
や
、
版
木
の
一
部
と
、
明
治
以
降
に
覆
刻
し
た
色
板
が
芸
艸
堂
に
現

在
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
て
い
る
。
文
化
財
級
の
資
料
と
い
っ
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
ま
た
『
明
朝
紫
硯
』
の
人
気
や
評
価
は
、
そ
の
所
蔵
先
か
ら
も

理
解
で
き
る
。
マ
ル
ケ
氏
の
一
覧
を
確
認
す
る
だ
け
で
も
、
国
外
で
は
フ

ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
、
大
英
博
物
館
、
大
英
図
書
館
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
の

バ
イ
エ
ル
ン
国
立
図
書
館
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館）

（1
（

、
パ
リ
の
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
美
術
館
、
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
立
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
図
書
館
の
所
蔵
が
判
明
す
る
。
こ
の
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他
に
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館）

（1
（

や
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
国
立
ア
ジ
ア
美
術
館
（
プ
ル
ヴ
ェ
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン）

（1
（

）、

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
美
術
館）

（1
（

な
ど
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
の
絵
入
り
本

史
上
重
要
な
作
品
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
理
解
で
き
る

の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
三
巻
本
の
伝
本
の
多
さ
に
比
し
て
、
か
な
り
希
少
な
の

が
マ
ル
ケ
氏
一
覧
の
「
大
坂　

延
享
三
年
版
」
で
、
斯
道
文
庫
本
と
同
じ

く
中
巻
末
に
蔵
版
印
と
奥
付
の
あ
る
二
巻
本
で
あ
る
。
マ
ル
ケ
氏
は
こ
れ

も
A
・
１
と
A
・
２
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
A
・
１
の
「
所
蔵
」

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
論
文
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス

国
立
図
書
館
（
ビ
ン
グ
旧
蔵
）
本
（
以
下
「
B
N
本
」
略
称
）
と
、
現

所
在
不
明
の
相
見
香
雨
旧
蔵
の
中
巻
で
あ
る
。
Ａ
・
２
の
「
所
蔵
」
は
国

会
図
書
館
（
以
下
「
国
会
本
」
と
略
称
）
と
大
英
博
物
館
（
モ
リ
ソ
ン
旧

蔵
）
本
（
以
下
「
大
英
本
」
と
略
称
）、
現
所
在
不
明
の
岡
田
伊
三
次
郎

旧
蔵
本
・
仲
田
勝
之
助
旧
蔵
中
巻
で
あ
る
。
所
在
が
明
確
な
の
は
斯
道
文

庫
本
（
以
下
「
斯
道
本
」
と
略
称
）
と
合
わ
せ
て
四
本
と
な
る
。

A
の
１
と
２
の
違
い
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
と
、
中
巻
本
文
最
終
丁

裏
の
上
部
に
、
龍
形
の
蔵
版
朱
印
を
捺
し
、
そ
の
右
下
に
「
毎
部
必
有
此

章
若
／
無
者
係
偽
本
」（「
有
」
字
は
二
画
目
の
横
線
を
欠
い
て
い
る
）
と

刻
さ
れ
て
い
る
（
図
６
）
の
が
１
で
、
蔵
版
朱
印
は
同
じ
な
が
ら
、
そ
の

真
下
に
「
毎
部
必
有
此
章
／
若
無
者
係
偽
本
」
と
改
行
箇
所
を
意
味
が
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
変
え
て
刻
さ
れ
て
い
る
（
図
７
）
の
が
２
で
あ
る
。

そ
し
て
奥
付
の
部
分
が
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（
図
８
）
の
が
１
で
、
２
は

斯
道
文
庫
本
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　

延 

享 

三 

丙 

寅 

歳 

夏 

四 

月 

上 

旬

　
　
　
　
　

     　

法 

眼 

春 

卜 

一 

翁 

圖 

寫

　
　
　
　
　

     　

彫 

刻　

     

村
上
源
右
衛
門 

　

下
巻
一
冊　

嗣
出

                 　
　
　
　
　
　
　

澁 

川 

清
右
衛
門

      　
　
　

浪
華
書
肆

                 　
　
　
　
　
　
　

大
野
木
理 

兵 

衛

A
・
２
の
奥
付
と
の
違
い
は
、
１
が
大
坂
の
渋
川
清
右
衛
門
と
大
野
木

理
兵
衛
の
二
書
肆
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
２
は
渋
川
の
前
に
江
戸
の
西
村

源
六
が
、
渋
川
と
大
野
木
の
間
に
大
坂
の
松
村
九
兵
衛
が
加
わ
っ
て
い
る
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こ
と
で
あ
る
。
マ
ル
ケ
氏
は
、
国
会
本
は
西
村
と
松
村
の
「
二
件
の
書
肆

名
が
埋
め
木
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
、
後
印
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
。

国
会
本
に
つ
い
て
は
、『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
五
三
一
（
二
〇
〇
五

年
六
月
）
所
収
「
新
指
定
貴
重
書
お
よ
び
準
貴
重
書
に
つ
い
て
」
の
「
和

書
の
部
・
Ⅱ
準
貴
重
書
」
で
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
国
会
本
と
大
英

本
が
同
版
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
相
見
香
雨
旧
蔵
の
中
巻
は
渋
川
と
大
野
木

の
み
の
刊
記
で
、
国
会
本
・
大
英
本
に
匡
郭
の
滲
み
や
版
面
の
汚
れ
が
あ

る
こ
と
と
異
な
り
、
摺
り
が
非
常
に
美
し
い
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
見

本
の
方
が
「
初
版
本
に
当
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
記
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。

大
岡
春
卜
の
居
住
す
る
大
坂
の
書
肆
の
み
の
も
の
が
最
初
で
、
江
戸
と

大
坂
の
各
一
書
肆
が
加
わ
っ
た
も
の
が
後
で
あ
ろ
う
こ
と
は
納
得
で
き
る

（図６）フランス国立図書館本の
 蔵版印部分

（図７）斯道文庫本の蔵版印部分

（図８）フランス国立図書館本奥付
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も
の
の
、
増
え
た
二
書
肆
が
埋
め
木
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
と
い
う
点
は

再
考
を
要
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
両
種
の
奥
付
は
丁
裏
に
位
置
し
て
お

り
、
そ
の
表
に
は
龍
形
の
蔵
版
印
が
あ
る
。
こ
の
印
が
無
い
も
の
は
「
偽

本
」
で
あ
る
と
の
注
意
書
こ
そ
同
文
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
刻
ま
れ
た
位

置
や
改
行
箇
所
は
両
者
で
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
下
の
も
の
を
削

り
、
中
央
下
部
に
埋
め
木
を
し
て
彫
り
直
し
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い

も
の
の
、
刊
記
を
含
め
た
一
丁
の
み
を
改
刻
す
る
方
が
、
手
間
が
少
な
く

自
然
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
両
者
の
奥
付
の
共
通
部
分
を

比
較
し
て
み
る
と
、
極
め
て
良
く
似
て
い
る
も
の
の
微
妙
な
差
異
も
確
認

で
き
る
。
端
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、「
渋
川
」
の
「
川
」
字
は
B
N
本
で

は
三
画
目
の
終
筆
部
が
真
っ
直
ぐ
で
あ
る
の
に
、
国
会
本
と
斯
道
本
は
は

ね
て
お
り
、
明
ら
か
に
異
版
で
あ
る
。
増
え
た
二
書
肆
の
部
分
も
、
埋
め

木
特
有
の
他
の
部
分
と
の
異
質
性
を
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
二
書
肆

の
も
の
を
下
敷
き
に
し
て
情
報
の
訂
正
・
追
加
を
行
っ
た
覆
刻
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
総
体
と
し
て
『
明
朝
紫
硯
』
の
伝
本
数
は
少
な
く
な
く
、

そ
の
評
価
や
人
気
の
程
が
窺
え
る
の
で
あ
る
が
、
初
印
・
後
印
と
も
に
か

な
り
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
版
本
の
研
究
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
　
斯
道
文
庫
本
の
位
置

そ
れ
で
は
諸
伝
本
中
に
お
い
て
、
新
出
の
斯
道
本
は
ど
の
よ
う
に
位
置

付
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
奥
付
か
ら
も
A
・
２
に
属
す
る
こ
と
は
明

ら
か
だ
が
、
同
じ
A
・
２
の
国
会
本
や
大
英
本
と
比
較
す
る
と
、
細
か
な

違
い
を
複
数
確
認
で
き
、
単
純
に
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
三
本
の
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

A
・
１
の
B
N
本
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
の
で
、

現
物
と
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
確
認
で
き
る
初
印
本
四
本
の
比
較
を
以
下
に
行
っ

て
み
た
い
。

先
ず
装
訂
で
あ
る
が
、
四
本
す
べ
て
唐
本
を
模
し
た
康
煕
綴
じ
の
袋

綴
装
で
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
大
英
本
は
綴
じ
直
さ
れ
て
い
て
、
現
在

は
一
般
的
な
四
つ
目
綴
じ
に
な
っ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

さ
れ
て
い
る
画
像
（https://w

w
w

.britishm
useum

.org/collection/

object/A
_1920-0916-0-1-1

、https://w
w

w
.britishm

useum
.org/

collection/object/A
_1920-0916-0-1-2

）
を
確
認
す
る
と
、
上
巻
表
紙

の
右
側
の
上
下
の
隅
に
穴
が
確
認
で
き
る
の
で
、
本
来
康
煕
綴
じ
で
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（
中
巻
は
表
紙
が
灰
色
の
紙
に
改
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
隅
の
穴
は
存
在
し
な
い
）。
大
英
本
の
中
巻
は
単
純
な
四
つ
目
綴
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じ
に
な
っ
て
い
る
。
表
紙
は
、
B
N
本
・
国
会
本
・
大
英
本
上
巻
は
、

唐
本
に
あ
り
が
ち
な
薄
茶
色
の
一
枚
紙
表
紙
を
連
想
さ
せ
る
薄
手
の
表
紙

を
有
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
下
巻
を
有
す
る
菱
屋
版
は
、
明
る
い
支
子
色

の
厚
い
表
紙
を
有
す
る
も
の
が
目
立
つ
。
斯
道
本
は
同
じ
く
薄
茶
色
で
薄

手
の
も
の
な
が
ら
、
瓢
箪
唐
草
文
の
蝋
箋
を
用
い
て
お
り
、
初
印
本
中
で

異
質
な
存
在
で
あ
る
。
斯
道
本
の
表
紙
は
状
態
な
ど
か
ら
み
て
も
後
の
改

装
と
は
思
え
ず
、
原
表
紙
で
あ
る
可
能
性
が
高
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
だ
と

す
る
と
他
に
比
し
て
高
級
な
仕
立
て
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

題
簽
は
、
大
英
本
で
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
B
N
本
・
国
会
本
は
傷

み
も
存
す
る
も
の
の
、
幸
い
に
素
紙
に
「
明
朝
紫
硯　

上
（
中
）」
と
あ

る
原
刷
題
簽
を
左
肩
に
有
し
て
い
る
（
図
９
）。
上
巻
は
楷
書
体
で
中
巻

は
行
書
体
と
、
上
下
で
書
体
を
意
図
的
に
変
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
後
補

の
下
巻
は
崩
し
方
の
異
な
る
行
書
体
で
あ
る
。
斯
道
本
は
苔
緑
色
題
簽
で
、

上
巻
は
楷
書
体
で
、
中
巻
は
行
書
体
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、

刷
題
簽
の
模
写
で
は
な
い
（
図
10
）。
題
簽
が
色
紙
の
手
書
き
で
あ
る
点

に
お
い
て
も
、
斯
道
本
は
表
紙
と
同
様
特
別
な
仕
立
て
で
あ
る
こ
と
が
理

解
で
き
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
印
面
に
注
目
す
る
と
、
こ
れ
ら
四
点
は
蔵
版
印
と
刊
記
の
あ
る

丁
以
外
に
も
、
小
さ
な
違
い
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
最
初

に
注
目
さ
れ
る
の
が
序
文
末
尾
の
朱
印
で
あ
る
。
マ
ル
ケ
氏
は
A
・
１
は

「
序
末
に
「
法
眼
／
一
／
翁
」（
朱
印
）」
と
あ
り
、
Ａ
・
２
は
「
序
末
に

「
法
眼
／
春
卜
」（
朱
印
）」
と
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
斯
道
本
が
加
わ
る
と

Ａ
・
２
を
さ
ら
に
分
類
す
る
必
要
性
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

Ｂ
Ｎ
本
は
序
末
尾
の
「
法
眼
春
卜
一
翁
摹
」
と
あ
る
部
分
の
、「
一
翁
」

の
左
に
「
法
眼
」（
朱
方
陰
）
印
が
あ
り
、「
摹
」
字
の
左
下
に
「
一
」

（
朱
）・「
翁
」（
朱
楕
円
）
印
が
あ
る
（
図
11
）。「
一
」
と
「
翁
」
は
繋
が
っ

（図９）国立国会図書館本
上中巻題簽

（図 10）斯道文庫本
 上中巻題簽
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た
一
印
で
あ
る
可
能
性
が
高
そ
う
だ
が
、「
一
」
が
横
棒
だ
け
で
あ
る
の

に
対
し
、「
翁
」
字
は
楕
円
形
に
な
っ
て
お
り
、
両
者
の
一
体
感
は
薄
い
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
法
眼
」
と
「
一
翁
」
と
が
、
大
き
さ
や
形
が
異
な
っ

て
お
り
、
全
体
と
し
て
り
ま
と
ま
り
の
な
い
印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

国
会
本
は
、「
一
翁
」
字
の
左
に
「
法
眼
」
印
、「
摹
」
字
の
左
下
に
、

「
春
卜
」（
朱
方
陰
）
印
が
あ
る
（
図
12
）。
両
者
共
に
陰
刻
で
あ
る
の
も

バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
が
、「
法
眼
」
印
に
比
し
て
「
春
卜
」
印
が
か
な
り
小

さ
く
、
あ
り
あ
わ
せ
の
印
を
捺
し
た
と
い
う
印
象
が
強
い
の
で
あ
る
。

大
英
本
は
、「
翁
」
字
の
左
に
「
法
眼
」
印
、「
摹
」
字
の
左
下
に
、「
弌

翁
」（
単
枠
朱
方
）
印
が
あ
る
（
図
13
）。
陰
刻
と
陽
刻
の
組
み
合
わ
せ
で

あ
る
上
に
、
大
き
さ
も
揃
っ
て
お
り
、「
法
眼
」
印
が
や
や
左
に
傾
い
て

い
る
も
の
の
、
最
も
自
然
な
印
象
を
受
け
る
。

こ
れ
に
対
し
、
斯
道
本
は
こ
こ
に
印
が
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
方
が
公

式
性
は
高
そ
う
で
あ
る
が
、
B
Ｎ
本
や
国
会
本
の
印
章
か
ら
は
試
行
錯
誤

的
な
印
象
を
受
け
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
三
巻
揃
っ
た
文
化
一
〇
年
の
奥

付
を
有
す
る
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
脇
本
楽
之
軒
・
尊
経
閣

文
庫
旧
蔵
）
が
、
大
英
本
と
同
じ
印
を
有
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の

形
が
完
成
形
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
Ｂ
Ｎ
本
は
も
と
よ
り
、

国
会
本
よ
り
も
大
英
本
は
後
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
斯
道
本
は

ど
う
位
置
付
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
が
、
刷
の
状
態
な
ど
を
加
味
し
た
上
で
最
終
的
に
判
断
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

先
述
の
よ
う
に
B
Ｎ
本
・
国
会
本
・
大
英
本
は
す
べ
て
画
像
が
公
開
さ

れ
て
お
り
、
比
較
検
討
に
は
大
変
あ
り
が
た
い
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
現
物
で
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
現
在
こ
の
三
本
の
内
で
実
見
し
て
い
る
の
は
国
会
本
の
み

上（図 11）フランス国立図
書館本序落款

中（図 12）国立国会図書館
本序落款

下（図 13）大英博物館本序
落款
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で
あ
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
斯
道
本
と
同
様
に
そ
の
書
誌
を
提
示
し
て
お

き
た
い
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
（

WB1
／
18
）

　

明
朝
紫
硯　
三
巻
（
下
巻
未
刊
）
二
冊　

大
岡
春
卜
編

薄
茶
色
表
紙
（
二
六
・
七
×
一
七
・
七
糎
、
押
八
双
あ
り
）、
康
煕
綴

（
四
穴
の
間
隔
は
中
央
が
や
や
広
い
）・
紫
色
の
羅
の
角
裂
を
有
す
る
袋
綴

装
二
冊
。
左
肩
素
紙
題
簽
（
一
七
・
六
×
二
・
七
糎
）
に
「
明
朝
紫
硯　

　

上
（
中
）」
と
墨
書
（
上
楷
書
風
、
中
行
書
風
）。
料
紙
は
中
国
か
ら
の

輸
入
品
と
思
わ
れ
る
白
み
の
強
い
竹
紙
で
、
本
文
部
分
は
同
質
紙
一
枚
の

間
紙
を
入
れ
て
い
る
。
見
返
し
本
文
共
紙
。
上
中
冊
共
に
、
遊
紙
前
後
各

一
丁
、
本
文
二
〇
丁
。
上
冊
首
に
「
生
動
畫
園
序
」
と
題
し
、
末
尾
に
「
延

享
三
年
丙
寅
夏
五
月
中
浣
法
眼
春
卜
一
翁
摹
（「
法
眼
（
方
朱
、
一
・
三

×
一
・
三
糎
）」・「
春
卜
」（
方
朱
陰
、
〇
・
九
×
〇
・
八
糎
））」
と
あ
る

序
文
一
丁
、
四
周
単
辺
（
二
一
・
八
×
一
四
・
八
糎
）
有
罫
一
〇
行
）
が

あ
る
。
両
冊
共
に
中
央
に
大
字
の
篆
書
体
で
「
生
動
」（
上
中
で
書
風
を

変
え
る
）
と
刻
し
、
幅
広
で
角
丸
、
上
下
の
中
央
を
二
瘤
様
に
膨
ら
ま
せ

た
（
枠
の
内
側
は
半
円
形
に
窪
ま
せ
る
）、
上
中
で
模
様
の
異
な
る
飾
り

枠
で
囲
ん
だ
扉
が
あ
る
。
内
題
は
な
く
、
見
開
き
を
一
図
と
し
て
、
五
言

ま
た
は
七
言
詩
の
一
句
あ
る
い
は
一
聯
と
作
者
名
と
朱
印
、
詩
の
内
容
に

因
む
多
色
刷
の
植
物
画
を
刻
す
。
本
文
部
分
は
四
周
単
辺
（
二
一
・
七
×

一
四
・
八
糎
）
無
罫
。
上
中
各
一
八
図
。
版
心
は
幅
一
・
二
糎
の
平
行
線

の
み
で
、
表
側
上
部
に
「
明
朝
生
動
畫
圖
巻
上
（
中
）」
と
は
っ
き
り
読

め
る
柱
題
が
あ
る
が
、
丁
付
は
な
い
。
上
冊
本
文
二
〇
丁
裏
、
中
冊
一
九

丁
裏
は
白
紙
。
中
冊
二
〇
丁
は
斯
道
本
と
変
わ
り
な
い
の
で
、
そ
の
説
明

を
略
す
。

蔵
書
印
は
、
各
冊
一
丁
表
右
上
に
「
▢
▢
／
蔵
書
」（
方
朱
、
二
・
〇

×
二
・
〇
糎
）、
そ
の
印
文
を
消
す
よ
う
に
「
弌
〔
忠
〕」（
歪
な
楕
円
形

朱
陰
）
を
重
ね
捺
し
す
る
。
上
冊
一
丁
表
右
下
に
「
青
裳
」（
子
持
枠
方
墨
、

一
・
一
×
〇
・
九
糎
、
青
裳
堂
書
店
）、
上
冊
裏
遊
紙
裏
左
下
「
月
明
荘
」

（
長
方
朱
、
一
・
三
×
〇
・
六
糎
、
弘
文
荘
）、
中
冊
裏
遊
紙
裏
左
下
「
青

裳
」（
子
持
枠
方
緑
陰
、
一
・
一
×
〇
・
九
糎
、
青
裳
堂
書
店
）、
前
印
上

方
に
「
月
明
荘
」（
長
方
朱
）。
そ
の
他
、
帙
内
側
に
「
弘
文
荘
」（
長
方

朱
）。
帙
題
簽
は
「
明
朝
紫
硯
〈
大
岡
春
朴（
マ
マ
）摹 

延
享
三
年
刊
／
カ
ツ
パ
刷

　

初
刊
極
稀
本
〉」
と
、
弘
文
荘
の
扱
っ
た
も
の
に
特
有
の
森
銑
三
の
手

で
謹
直
に
書
か
れ
て
い
る
。

マ
ル
ケ
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
弘
文
荘
と
青
裳
堂
と
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い
う
著
名
な
古
書
肆
が
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
蔵
書
印
や
帙
か
ら

判
明
す
る
。
念
の
た
め
『
増
訂
版　

弘
文
荘
待
賈
古
書
目
総
索
引
』（
八

木
書
店
、
一
九
九
八
）
を
確
認
し
て
み
る
と
、
一
九
五
一
年
の
『
弘
文
荘

在
庫
古
書
目
録
』
二
一
号
の
四
九
六
と
、
一
九
六
二
年
の
『
善
本
精
選
一

万
点
古
書
籍
大
即
売
フ
ェ
ー
ア
ー
出
品
目
録
』
の
一
二
六
六
と
し
て
、
延

享
三
年
初
刊
本
を
二
度
確
認
で
き
る
。
前
者
に
は
画
像
が
な
い
が
、「
春
卜
」

を
「
春
朴
」
と
誤
る
と
こ
ろ
は
国
会
本
の
帙
題
簽
と
共
通
し
て
い
る
。
後

者
に
は
中
巻
の
竹
と
蟷
螂
の
部
分
の
白
黒
画
像
が
一
図
あ
り
、
国
会
本
と

比
較
す
る
と
特
徴
あ
る
刷
り
汚
れ
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

両
者
が
同
一
の
も
の
と
の
確
証
は
な
い
も
の
の
、
前
者
に
「
伝
本
極
め
て

稀
、
仲
田
氏
の
「
絵
本
の
研
究
」
に
あ
ぐ
る
所
、
大
阪
岡
田
氏
本
と
、
大

英
博
物
館
本
と
僅
か
二
部
の
み
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
同
一
の
も

の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
マ
ル
ケ
氏
が
注
で
言
及

さ
れ
て
い
る
、『
奇
書　

青
裳
堂
古
書
目
録
』（
二
〇
〇
三
）
を
確
認
す
る

と
、
確
か
に
二
九
と
し
て
豊
富
な
図
版
を
伴
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
本
の
A
・
２
に
属
す
る
大
英
本
は
、
比
較
検
討
を
行
う
以
前
の

問
題
と
し
て
、
大
き
な
疑
問
が
存
し
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
大
英
本
に

つ
い
て
は
、『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
五
三
一
（
二
〇
〇
五
・
六
）
の

「
新
指
定
貴
重
書
お
よ
び
準
貴
重
書
に
つ
い
て
―
第
三
六
回
貴
重
書
等
指

定
委
員
会
―
」
に
お
い
て
、「
大
英
博
物
館
本
は
、
同
じ
刊
記
、
表
紙
、

題
簽
を
持
ち
、
本
の
大
き
さ
、
合
羽
摺
り）

（1
（

の
様
子
、
匡
郭
の
印
刷
状
態
等

す
べ
て
指
定
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
同
時
期
の
製
作
と
思
わ
れ
る
」

と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
マ
ル
ケ
氏
も
大
英
本
に
つ
い
て
言
及
し
た
部
分
で
、

ア
ー
サ
ー
・
モ
リ
ソ
ン
が
一
九
二
〇
年
に
大
英
博
物
館
に
寄
贈
し
た
も
の

で
、「
国
会
本
と
同
じ
刊
記
の
あ
る
本
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
大
英
本
の
画
像
を
確
認
す
る
と
、

原
表
紙
を
有
す
る
上
巻
に
題
簽
は
な
く
、
左
肩
に
剥
落
痕
を
存
す
る
の
み

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
中
冊
末
に
龍
の
蔵
版
印
と
刊
記
の
あ
る
一
丁
が

存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
現
状
だ
と
３
冊
本
の
下
巻
が
欠
け
て
し
ま
っ

た
状
態
と
見
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

内
容
を
確
認
し
て
い
く
と
、
国
会
本
と
斯
道
本
で
上
巻
の
第
一
五
図
と

第
一
六
図
、
中
巻
の
第
二
三
図
と
第
二
四
図
（
中
巻
の
五
、
六
番
目
）
が
、

大
英
本
で
は
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
袋
綴
装
の
見
開

き
は
左
右
の
丁
が
異
な
る
の
で
あ
り
、
二
図
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
れ
ば
、

他
に
も
影
響
が
で
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
確
認
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ

は
単
純
に
画
像
の
順
序
を
間
違
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
大
英
本
は
見

開
き
の
右
側
上
層
に
、
植
物
名
と
画
家
名
を
英
文
で
記
し
た
小
紙
片
が
貼

り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
公
開
さ
れ
た
画
像
で
は
、
め
く
り
あ
げ
て
邪
魔
に
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な
ら
な
い
よ
う
に
撮
影
し
た
も
の
と
、
小
紙
片
ご
と
撮
影
し
た
も
の
と
を

基
本
的
に
連
続
さ
せ
て
い
る
の
だ
が
、
小
紙
片
の
あ
る
も
の
の
位
置
が
狂

い
が
ち
な
の
で
あ
る
。
こ
の
図
の
順
番
の
問
題
も
同
様
の
事
例
な
の
で
あ

ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
巻
の
混
乱
は
こ
の
理
由
で
は
説
明
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
。
国
会
本
と
斯
道
本
で
第
三
四
図
（
中
巻
一
六
番
目
・
文
進
）
と

第
三
五
図
（
中
巻
一
七
番
目
・
徴
明
）
の
右
左
が
つ
な
が
ら
な
い
ば
か
り

か
、
そ
の
二
図
の
間
に
国
会
本
と
斯
道
本
で
は
第
三
六
図
（
中
巻
一
八
番

目
・
玉
川
）
が
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
玉
川
図
の
位
置
は
単
純
な

順
序
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
見
開
き
の
図
が
つ
な
が
ら
な

い
問
題
は
単
純
で
は
な
い
。
文
進
図
の
右
と
徴
明
図
の
右
で
見
開
き
を
な

し
、
文
進
図
の
左
と
徴
明
図
の
左
で
見
開
き
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

丁
を
重
ね
間
違
っ
た
の
で
は
こ
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。
位
置
が
狂
っ
て

い
る
徴
明
図
の
右
側
の
左
端
に
は
版
心
が
な
く
、
よ
く
見
る
と
綴
じ
穴
の

痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
文
進
図
の
左
側
の
右
端
に
も
版

心
が
な
い
ば
か
り
か
、
綴
じ
穴
に
加
え
て
、
下
部
に
単
枠
で
囲
ま
れ
た
「
十

七
」
と
の
丁
付
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
隠

し
丁
付
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
こ

と
に
よ
り
第
一
七
丁
目
は
表
裏
を
逆
に
し
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
と
筒
状
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
紙
の
裏
面
が

見
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
が
、
画
像
か
ら
で
は
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
の

か
、
そ
の
ま
ま
な
の
か
は
確
認
で
き
な
い
。

画
像
で
見
る
限
り
、
中
巻
の
表
紙
は
か
な
り
新
し
い
感
じ
で
あ
り
、
康

煕
綴
に
必
要
な
角
近
く
の
穴
も
存
在
し
て
い
な
い
。
上
巻
共
々
康
煕
綴
じ

と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
の
丁
を
逆
に
し
て
綴
じ
て
し
ま
っ

た
の
は
、
和
本
の
知
識
に
乏
し
い
人
物
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

別
の
本
の
画
像
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
表
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
明
ら
か

に
一
九
二
〇
年
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
細
部
の
特
徴

か
ら
も
初
刊
本
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
上
巻
に
は
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
題
簽
と
、
中
巻
末
尾
の
刊
記
の
丁
は
、
近
時
に
失
わ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
謎
は
残
っ
た
ま
ま
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
存
す

る
こ
と
に
留
意
し
て
、
伝
本
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

A
・
１
と 

A
・
２
は
奥
付
丁
以
外
同
版
で
あ
る
。
最
も
早
印
と
考
え

ら
れ
る
A
・
１
の
B
N
本
が
、
最
善
本
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
と

も
い
え
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
『
明
朝
紫
硯
』
の
製
作
面
で
の
複
雑
さ
は
、
後
述
す
る
着
彩
方
法
に
顕

著
で
あ
る
が
、
そ
の
他
で
も
驚
か
さ
れ
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
各
図
に

詩
句
の
賛
語
が
存
し
て
い
る
こ
と
も
先
述
の
通
り
だ
が
、
そ
れ
ら
に
は
す
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べ
て
図
の
作
者
と
さ
れ
る
画
家
六
名
の
印
章
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
印

章
は
朱
印
で
、
版
木
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
石

印
を
捺
し
て
加
え
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
、
欠
損
の
具
合
や
、
伝

本
に
よ
っ
て
位
置
と
角
度
が
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
理
解
で
き
る）

（1
（

。

全
図
に
六
印
を
選
択
し
つ
つ
捺
し
て
い
く
こ
と
は
、
な
か
な
か
に
面
倒

な
作
業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
Ｂ
Ｎ
本
に
は
若
干
の
誤
り
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
点
も
マ
ル
ケ
氏
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
、
上
巻
第
四
図

に
は
「
丁
玉
川
」
の
丸
朱
印
が
あ
る
べ
き
な
の
に
こ
れ
が
な
く
、
中
巻
の

第
三
一
図
（
中
巻
一
三
番
目
）
に
は
「
朱
銓
」
の
方
朱
印
が
あ
る
べ
き
な

の
に
、
誤
っ
て
徴
明
の
「
西
山
」
方
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
A
・
２
の
三
本
は
画
家
の
印
章
に
誤
り
は
認
め
ら
れ
ず
、

そ
の
点
で
の
完
成
度
は
高
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

奥
付
以
外
で
Ｂ
N
本
が
初
印
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
、
中
巻
の
第
三
一
図
（
朱
銓
）
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
つ

い
て
最
初
に
指
摘
し
た
美
術
史
家
の
相
見
香
雨
は
、
見
聞
の
範
囲
で
『
明

朝
紫
硯
』
を
、
第
一
種
「
延
享
三
年
大
阪
の
初
印
本
」、
第
二
種
「
大
阪

の
後
印
本
」、
第
三
種
「
文
化
十
年
京
都
の
初
版
本
」、
第
四
種
「
京
都
の

後
印
本
」
に
分
類
し
、
架
蔵
の
中
巻
の
み
の
第
一
種
本
と
、
第
二
種
本
と

を
比
較
し
て
「
金
燈
花
の
図
の
如
き
は
既
に
黒
線
の
失
は
れ
た
と
こ
ろ
が

あ
り
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
再
説
し
た
マ
ル
ケ
氏
は
、「
香
雨
が

所
蔵
し
て
い
た
初
印
本
は
パ
リ
本
と
同
じ
く
右
の
仙
人
草
の
茎
の
主
線
が

完
全
に
残
っ
て
い
る
が
、
国
会
本
と
岡
田
伊
三
次
郎
蔵
本
の
よ
う
な
後
印

本
に
な
る
と
版
木
が
摩
耗
し
て
茎
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
の
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

四
本
の
こ
の
部
分
を
比
較
し
て
み
る
と
、
確
か
に
Ｂ
Ｎ
本
は
図
右
側
の

仙
人
草
の
茎
が
緑
と
黒
と
二
重
に
し
っ
か
り
刷
ら
れ
て
い
る
（
図
14
）
の

だ
が
、
Ａ
・
２
の
三
本
は
一
様
に
黒
線
の
か
な
り
の
部
分
が
失
わ
れ
て
お

り
、
一
番
右
端
の
葉
と
蔓
は
空
中
に
浮
か
ん
だ
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
あ
る
（
図
15
）。

こ
れ
に
加
え
て
マ
ル
ケ
氏
は
、
Ｂ
Ｎ
本
と
国
会
本
を
比
較
し
て
、
中
巻

の
第
二
三
図
（
木
芙
蓉
ち
ゃ
ひ
き
ぐ
さ
・
文
進
）（
図
16
）
で
、「
パ
リ
本

で
は
木
芙
蓉
の
濃
淡
を
表
現
す
る
た
め
に
桃
色
が
二
種
類
使
わ
れ
て
い
る

が
、
国
会
本
で
は
一
種
類
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
図
は
こ
の
作
品
の
白
眉
の
一
つ
と
評
せ
る
も
の
で
あ
り
、
岩
の
表
現
を

含
め
て
様
々
な
技
巧
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
右
側
の
大
輪
の
芙
蓉
は

花
弁
の
様
子
を
版
木
に
細
か
な
線
を
刻
む
こ
と
で
表
現
し
て
お
り
、
極
め

て
繊
細
な
印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
Ｂ
Ｎ
本
は
花
の
中
心
部
は

濃
い
紫
で
、
周
辺
は
極
め
て
淡
い
色
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
色
の
境
目
は
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明
確
で
は
な
く
ぼ
や
け
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
版
木
の
花
の
部
分
全

体
に
紫
色
の
絵
具
を
塗
っ
て
か
ら
、
中
心
を
残
し
て
周
り
を
布
で
軽
く
拭

き
取
る
な
ど
の
操
作
を
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
天
保
頃
か
ら
使
用

さ
れ
る
と
い
う
浮
世
絵
の
「
拭
き
ぼ
か
し
」
と
は
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

何
ら
か
の
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
そ
う
確
信
す
る

の
は
、
同
じ
図
の
岩
の
部
分
の
灰
色
と
茶
色
に
も
そ
れ
ぞ
れ
濃
淡
が
認
め

ら
れ
、
外
側
の
方
に
は
外
方
向
へ
の
刷
毛
目
が
確
認
で

き
る
か
ら
で
も
あ
る
。
Ｂ
・
２
の
中
で
は
大
英
本
は
花

の
部
分
の
濃
淡
が
一
番
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
次
い
で

斯
道
本
（
図
17
）、
国
会
本
は
一
番
差
が
な
い
の
は
確

か
で
あ
る
（
図
18
）。
濃
淡
を
出
す
の
に
失
敗
し
た
可

能
性
も
あ
ろ
う
か
。

上（図14）フランス国立図書館本第
31図

中（図15）斯道文庫本第31図
下（図16）フランス国立図書館本第

23図
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そ
れ
と
は
別
に
同
じ
図
で
興
味
深
い
の
は
、
中
央
の
大
き
な
岩
の
左
傍

に
蕾
が
二
つ
並
ん
で
い
る
部
分
で
、
そ
の
右
側
は
細
長
く
花
弁
が
巻
か
れ

た
形
状
を
し
て
お
り
、
ま
も
な
く
開
花
し
そ
う
な
蕾
で
あ
る
の
に
、
大
英

本
の
み
は
や
や
小
さ
く
丸
い
形
状
を
し
て
お
り
、
開
花
ま
で
し
ば
ら
く
間

が
あ
り
そ
う
な
蕾
と
な
っ
て
い
る
（
図
19
）
の
で
あ
る
。
菱
屋
版
も
こ
の

蕾
の
位
置
は
Ａ
の
他
の
三
本
と
同
様
で
あ
り
、
見
開
き
の
左
右
の
バ
ラ
ン

ス
が
悪
い
こ
と
か
ら
も
、
大
英
本
の
誤
り
で
あ
る
も
の
と
判
断
で
き
そ
う

で
あ
る
。
加
え
て
大
英
本
は
右
端
の
葉
に
葉
脈
が
加
わ
っ
て

も
い
る
。

製
作
方
法
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
近
し
い
関
係
に

あ
っ
て
も
細
部
を
比
較
し
て
い
け
ば
、
少
な
か
ら
ぬ
違
い
を

確
認
で
き
る
の
で
あ
り
、
一
本
の
み
を
最
善
本
と
し
て
利
用

す
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
作
品
で
は
な
く
、
延
享
三
年
版

を
理
解
す
る
に
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
伝
本
を
丁
寧
に
比
較

上（図17）斯道文庫本第23図
中（図18）国立国会図書館本第23図
下（図19）大英博物館本第23図
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す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
新
た
な
伝
本
と
し
て
斯
道
本
が
加
わ
っ
た

こ
と
の
意
味
は
小
さ
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
性
質
の
作
品
で
は
あ
る
が
、
製
作
の
順
序
に
つ
い
て
は
や

は
り
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
Ａ
・
２
の
3
本
の
匡
郭
お
よ
び
柱

題
を
中
心
に
比
較
す
る
と
、
そ
の
痛
み
や
摩
滅
の
進
み
具
合
か
ら
、
印
刷

の
順
は
斯
道
本
・
国
会
本
・
大
英
本
と
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
斯
道

本
の
状
態
は
最
も
早
印
と
考
え
ら
れ
る
Ｂ
Ｎ
本
に
似
て
い
る
。
ま
た
削
ら

れ
て
白
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
が
、
彫
が
浅
い
た
め
な
ど
で
削
り
跡

の
様
子
を
見
せ
て
黒
く
汚
れ
た
箇
所
が
、
Ｂ
Ｎ
本
と
斯
道
文
庫
本
に
は
特

に
目
立
つ
点
も
共
通
し
て
い
る
。

大
英
本
に
つ
い
て
は
、
画
像
公
開
ペ
ー
ジ
に
付
さ
れ
た
「Curator

’s 

com
m

ents

」
に
、「A

ccording to Prof. N
akano M

itsutoshi, this 

is not a first edition, as the borders are w
orn (Sept. 1994).

」
と
、

こ
の
本
を
実
見
し
た
中
野
三
敏
が
、
匡
郭
の
傷
み
具
合
か
ら
「a first 

edition

」
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
初
版
か
初

印
か
訳
す
の
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
四
本
の
中
で
最
も
新
し
い
刷

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
大
英
本
で
気
に
な
る
の
は
、
画
家
の
印
章
が
他
の
三
本
と
異
な
る

ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
気
付
い
て
か
ら
、
春
卜
序
文
の
「
法

眼
」
印
を
比
較
す
る
と
、
ど
う
や
ら
こ
れ
も
Ｂ
Ｎ
本
・
国
会
本
と
は
異
な

る
よ
う
な
の
で
あ
る
。「
壱
翁
」
印
と
共
に
「
法
眼
」
印
も
新
調
し
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
大
英
本
は
現
在
の
状
態
共
々
謎
の
多
い
本
で

あ
り
、
い
つ
か
実
見
の
機
会
を
得
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
再
検
討
し
て

み
た
い
。

序
文
の
印
を
有
さ
な
い
も
の
な
が
ら
、
斯
道
本
は
Ｂ
・
２
の
中
で
も
刷

が
早
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
や
や
上
等
の
表
紙
と
装
飾
的
な
書

き
題
簽
を
有
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
献
上
な
ど
に
利
用
す
る
た
め
に
製

作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

六
　『
明
朝
紫
硯
』
の
彩
色
法

先
述
の
『
国
会
図
書
館
月
報
』
に
お
け
る
紹
介
記
事）

11
（

で
も
、「
我
が
国

で
は
じ
め
て
作
ら
れ
た
色
刷
り
の
画
譜
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、『
明
朝
紫
硯
』
は
日
本
の
印
刷
お
よ
び
版
本
史
上
非
常
に
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
お
け
る
商
業
出
版
の
隆
盛
は
、
膨
大
に

現
存
す
る
版
本
類
が
雄
弁
に
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
版
本

の
大
き
な
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
異
様
と
も
思
え
る
ほ
ど
の
絵

入
り
本
の
多
さ
で
あ
る
。
同
じ
漢
字
圏
の
国
で
あ
っ
て
も
明
・
清
版
や
朝

鮮
版
と
比
較
し
て
も
、
絵
入
り
本
の
比
率
と
製
作
数
の
多
さ
は
突
出
し
て
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い
る
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
絵
入
り
版
本
の
歴
史
を
通
覧
す
る
と
、
京
の
豪
商

角
倉
素
庵
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
、
古
活
字
版
を
中
心
と
す
る

豪
華
版
本
の
総
称
で
あ
る
「
嵯
峨
本）

1（
（

」
を
、
代
表
す
る
存
在
と
い
え
る
慶

長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
刊
の
所
謂
「
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
」
が
、
画
期
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
同
年
中
に
活
字

を
組
み
直
し
て
再
び
刊
行
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
一
四
年
と
一
五
年
に
も

刊
語
を
異
に
す
る
同
様
の
挿
絵
を
有
す
る
活
字
版
も
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に

一
三
年
の
二
度
目
の
活
字
本
を
利
用
し
た
覆
刻
整
版
本
ま
で
刊
行
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る）

11
（

。
古
活
字
版
各
種
は
古
活
字
版
と
し
て
は
残
存
数
も
少
な

く
な
く
、
覆
刻
整
版
本
も
特
に
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
以
後
次
々
に
刊

行
さ
れ
て
い
く
絵
入
り
伊
勢
物
語
が
、
し
ば
ら
く
は
嵯
峨
本
の
挿
絵
を
利

用
し
て
い
る
事
実
も
、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
「
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
」
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
本
格
的
な
多
色
摺
の

画
譜
の
初
例
と
し
て
『
明
朝
紫
硯
』
が
相
応
の
影
響
力
を
有
し
て
い
た
こ

と
は
、
菱
屋
孫
兵
衛
版
の
種
類
と
残
存
数
の
多
さ
が
物
語
っ
て
い
る
。
延

享
三
年
版
の
現
存
数
の
少
な
さ
と
整
合
し
な
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、
大
岡

家
の
蔵
版
本
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
確
認
で
き
た
四
本
に
無
数
の
微
妙

な
差
異
が
確
認
で
き
る
こ
と
が
示
す
、
製
作
の
複
雑
さ
と
困
難
さ
故
、
発

行
部
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
明
朝
紫
硯
』
刊
行
よ
り
程
な
く
し
て
、
日
本
は
本
格
的
な
多
色
摺
の

時
代
に
突
入
す
る
。
錦
絵
は
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
ご
ろ
江
戸
で
始
ま

る
と
さ
れ
る
が）

11
（

、『
明
朝
紫
硯
』
Ａ
・
２
に
は
江
戸
の
書
肆
西
村
源
六
が

大
坂
の
三
書
肆
と
と
も
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
同
本
が
江
戸
で
も
販
売
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

世
界
的
に
著
名
な
画
譜
で
あ
る
清
刊
本
『
芥
子
園
画
伝
』
の
、
彩
色
摺

を
有
す
る
康
煕
四
〇
年
（
一
七
〇
一
）
刊
の
三
集
を
部
分
的
に
抜
萃
し
て

彩
色
摺
に
し
た
も
の
と
、
康
煕
一
八
年
刊
の
初
集
の
抜
萃
と
を
併
せ
て
六

冊
と
し
た
和
刻
本
が
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
延
享
三
年
の
二
年
後
の

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
の
こ
と
で
あ
る）

11
（

。
後
世
へ
の
影
響
力
か
ら
す
れ

ば
、
同
本
を
ネ
タ
本
と
し
て
利
用
し
て
い
る
『
明
朝
紫
硯
』
よ
り
も
は
る

か
に
大
き
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
最
初
の
和
刻
本
に
先
立
つ
刊
行

で
あ
る
こ
と
に
『
明
朝
紫
硯
』
の
大
き
な
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
『
明
朝
紫
硯
』
が
下
巻
を
伴
わ
ず
に
刊
行
さ
れ
た
不
自
然
さ
を
考
え
る
と
、

こ
の
『
芥
子
園
画
伝
』
和
刻
本
刊
行
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
思

わ
れ
る
の
は
致
し
方
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
和
刻
本
は
京
都
の
河
南

楼
こ
と
河
南
四
郎
右
衛
門
が
版
木
を
製
作
し）

11
（

、
奥
付
に
は
江
戸
の
西
村
源

六
と
大
坂
の
大
野
木
市
兵
衛
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
『
明
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朝
紫
硯
』
と
は
西
村
が
共
通
し
、
大
野
木
理
兵
衛
の
縁
者
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
市
兵
衛
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
芥
子
園
画
伝
』
を
ネ
タ

本
と
し
て
利
用
し
て
い
る
『
明
朝
紫
硯
』
が
、『
芥
子
園
画
伝
』
の
和
刻

本
刊
行
の
情
報
を
得
て
、
そ
れ
よ
り
先
に
刊
行
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、

下
巻
を
伴
わ
ず
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
一
説
と
し
て
検
討
に

値
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
も
か
く
も
、『
明
朝
紫
硯
』
は
日
本
に
お
け
る
最
初
の
彩
色
摺
図
譜

と
し
て
の
地
位
を
得
た
の
で
あ
る
。
春
卜
が
彩
色
摺
で
あ
る
こ
と
の
価
値

を
十
分
に
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
序
文
に
「
色
濃
淡
摹
補
寫
」

と
あ
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
明
文
化

し
て
い
る
こ
と
の
意
義
も
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

ま
た
菱
屋
に
版
株
が
移
っ
て
か
ら
も
、
彩
色
摺
を
重
要
な
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）（
江
戸
）

須
原
屋
伊
八
・（
大
坂
）
塩
屋
喜
助
・（
京
都
）
菱
屋
孫
兵
衛
刊
の
『
国
史

略
』
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
、「
皇
都
書
肆
五
車
楼
蔵
版
略
書
目
〈
京
都
幸

町
／
御
池
下
ル
〉
菱
屋
孫
兵
衛
」
の
中
に
見
え
る
「
明
朝
紫
硯　

一
名
明

朝
生
動
画
園　

三
冊
」
の
説
明
と
し
て
、「
明
朝
諸
名
家
花
鳥
ノ
画
ヲ
多

ク
ア
ツ
ム
悉
ク
淡
采
ヲ
施
シ
／
テ
自
ラ
画
賛
ス
画
家
ノ
模
範
ト
ス
ベ
キ
有

益
ノ
好
書
ナ
リ
」（
国
会
図
書
館
本
に
よ
る
）
と
し
て
、「
悉
ク
淡
采
ヲ
施

シ
」
て
い
る
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
『
明
朝
紫
硯
』
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い

て
そ
の
彩
色
方
法
が
問
題
と
さ
れ
続
け
て
き
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
マ
ル
ケ
氏
が
こ
の
問
題
の
研
究
史
を
総
合
的
に
ま
と
め
て
お
ら
れ
る

の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
に
拠
ら
れ
た
い
が
、
重
要
な
点
の
み
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。

　
『
明
朝
紫
硯
』
を
初
め
て
詳
細
に
紹
介
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
ル
イ
ス
・

ノ
ル
ト
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
はBlock Printing and Book Illustration in 

Japan.

（George Routledge

、1924

）
に
お
い
て
、
色
板
を
五
枚
か
ら

七
枚
を
使
用
し
た
木
版
摺
と
の
説
を
提
示
し
、
現
Ｂ
Ｎ
本
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
、
一
九
二
七
年
の
眼
科
医
学
者
ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
で
、
解
説
を
担
当
し
た
日
本
古
美
術
鑑
定
家
の

ヴ
ァ
ニ
エ
は
、
板
木
摺
し
た
上
か
ら
紅
と
グ
ッ
タ
・
ペ
ル
カ
（
黄
色
）
を

手
彩
色
で
加
え
た
図
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
日
本
国
内
に
お
い

て
は
、
美
術
史
家
黒
田
源
次
は
『
上
方
絵
一
覧
』（
佐
藤
章
太
郎
商
店
、

一
九
一
九
）
で
、「
年
代
の
確
か
な
合
羽
摺
の
作
品
の
最
も
古
い
も
の
」

と
指
摘
し
、
合
羽
摺
技
法
の
起
源
と
し
て
、「
支
那
版
の
模
倣
」
と
「
友

禅
染
な
ど
か
ら
来
た
日
本
の
創
製
」
と
い
う
二
つ
の
解
釈
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
マ
ル
ケ
氏
は
、
美
術
史
家
の
相
見
香
雨
の
、
花
は
概
し
て
合
羽
摺
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で
、
葉
は
表
を
木
版
、
裏
を
合
羽
摺
で
行
い
、
岩
石
は
墨
摺
で
、
墨
線
の

皺
の
上
に
淡
墨
と
朱
土
と
を
合
羽
摺
で
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
、
色

彩
は
か
な
り
変
化
し
て
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
が
、
緑
、
朱
、
黄
の
外
に

紫
や
朱
土
な
ど
も
あ
る
ら
し
い
と
の
指
摘
を
紹
介
し）

11
（

、
仲
田
勝
之
介
が
、

浮
世
絵
研
究
者
の
藤
懸
静
也
の
、
用
い
ら
れ
た
色
は
黄
、
代
赭
、
紅
、
緑

の
四
色
で
、
一
図
は
大
抵
三
色
乃
至
四
色
摺
と
の
意
見
を
記
し
た
上
で
、

「
木
版
に
、
型
紙
に
、
筆
彩
を
併
用
」
し
た
「
筆
彩
版
画
よ
り
色
刷
版
画

に
移
る
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
た
過
渡
期
的
な
も
の
」
で
、
手
彩
色
を
別
に
す

る
と
四
、
五
度
摺
と
述
べ
た）

11
（

こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
の
上
で
マ
ル
ケ
氏
は
、
Ｂ
Ｎ
本
と
一
五
点
ほ
ど
の
後
印
本
を
調
査
し

た
結
果
と
し
て
、
顔
料
が
薄
く
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
板
木
の
木
目
が
見

え
て
い
る
板
木
に
よ
る
色
摺
と
、
型
紙
の
際
が
絵
の
具
の
溜
り
の
た
め
に

色
濃
く
、
刷
毛
跡
が
見
え
る
こ
と
も
あ
る
合
羽
摺
は
、
は
っ
き
り
と
肉
眼

で
識
別
可
能
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
他
に
、
花
の
回
り
に
黄
色
い
「
吹
き
ぼ

か
し）

11
（

」
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
Ｂ
Ｎ
本
は
、
基
本
的
に
骨
板
（
墨
線
）
の
他
に
、
葉
と
茎
の
緑

色
が
木
板
で
摺
ら
れ
て
お
り
、
第
八
図
と
第
一
一
図
の
み
は
木
板
色
摺
が

二
色
（
緑
と
赤
、
緑
と
青
）
で
あ
る
こ
と
、
中
巻
の
扉
絵
は
合
羽
摺
の
み

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
合
羽
摺
は
図
に
よ
っ
て
二
～
四
、
五
色
も
使
用
さ

れ
て
お
り
、
全
体
的
に
は
、「
木
版
色
摺
・
合
羽
摺
・
手
彩
色
を
あ
わ
せ
て
、

三
色
の
図
は
六
点
、
四
色
の
図
は
一
四
点
、
五
色
の
図
は
一
六
点
、
六
色

の
図
は
二
点
」
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。

　

ま
た
Ｂ
Ｎ
本
と
国
会
本
を
比
較
し
て
、
Ｂ
Ｎ
本
は
「
色
が
淡
く
て
繊
細
」

で
、
国
会
本
は
「
色
が
少
し
濃
い
よ
う
に
見
え
る
」
と
、
保
存
状
態
の
た

め
か
も
し
れ
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
と
の
留
保
付
き
な
が
ら
指
摘
し

て
い
る
。
こ
れ
に
倣
っ
て
、
斯
道
本
以
外
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
利
用
し
て

の
も
の
と
な
る
が
、
四
本
の
色
調
を
比
較
し
て
み
る
と
、
確
か
に
Ｂ
Ｎ
本

は
全
体
に
色
が
淡
い
印
象
を
受
け
る
。
Ａ
・
１
と
Ａ
・
２
と
の
違
い
で
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
上
巻
の
第
八
図
（
春
蘭
・
徴
明
）
の
右
端
に
あ

る
岩
の
部
分
を
、
Ｂ
Ｎ
本
は
全
体
に
薄
黄
色
に
着
色
し
て
一
部
に
苔
の
緑

を
散
ら
す
が
、
Ａ
・
２
の
三
本
は
岩
の
質
感
を
出
す
た
め
か
斑
が
で
る
よ

う
に
荒
く
茶
色
に
塗
っ
て
い
る
（
技
法
は
不
明
）
と
い
う
よ
う
な
違
い
も
、

Ｂ
Ｎ
本
の
色
合
い
を
薄
く
感
じ
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
Ａ
・
２

の
三
本
の
中
で
も
岩
の
茶
色
は
斯
道
本
が
最
も
濃
く
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、

こ
こ
に
限
ら
ず
斯
道
本
は
全
体
に
色
が
強
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
、
他
の
三
本
で
薄
緑
の
部
分
が
、
斯
道
文
庫
本
は
薄
茶
色

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
目
立
つ
個
性
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
も
保
存

状
態
や
経
年
に
よ
る
変
色
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
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れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
斯
道
本
は
変
色
し
や
す
い
紫
色
が
割
合
に

よ
く
残
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
四
本
で
使
用

が
確
認
で
き
る
朱
色
は
、
斯
道
文
庫
本
が
最
も
濃
く
明
る
い
印
象
を
受
け

る
。
こ
の
朱
の
使
い
方
で
目
立
つ
の
が
中
巻
の
第
三
三
図
（
克
弘
）
の
藪

萱
草
（
わ
す
れ
ぐ
さ
）
の
花
の
色
で
、
Ｂ
Ｎ
本
は
支
子
色
地
に
淡
い
朱
を

重
ね
、
国
会
本
は
支
子
色
に
よ
り
濃
い
山
吹
色
を
重
ね
た
感
じ
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
斯
道
文
庫
本
は
薄
柿
色
の
地
に
朱
を
広
く
重
ね
て
お
り
、
随

分
異
な
っ
た
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
大
英
本
は
支
子
色
の
地
に
重
ね

た
薄
い
朱
色
が
花
弁
の
先
端
程
黒
ず
ん
で
お
り
、
か
な
り
異
質
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
先
述
の
中
巻
の
第
三
一
図
（
朱
銓
）
で
、

き
つ
ね
の
か
み
そ
り
の
花
弁
の
先
端
に
色
を
重
ね
て
い
な
い
の
は
大
英
本

の
み
で
あ
る
こ
と
も
、
同
本
の
異
質
性
を
示
す
事
例
で
あ
ろ
う
。
謎
の
多

い
大
英
本
は
、
Ａ
・
２
の
他
の
二
本
と
は
製
作
あ
る
い
は
彩
色
の
時
期
に

い
さ
さ
か
差
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

用
い
た
色
は
何
々
で
都
合
何
色
だ
と
い
っ
て
も
、
実
際
の
色
に
は
中
間

色
的
な
も
の
も
目
立
ち
、
同
系
色
で
あ
っ
て
も
図
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
よ

う
に
も
見
え
る
。
さ
ら
に
ま
た
緑
や
青
・
紫
な
ど
は
変
色
し
や
す
い
色
で

あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
全
体
で
何
色
使
用
し
て
い
る
と
整
理
す
る
の
は
な

か
な
か
に
困
難
な
の
が
実
情
で
あ
る
。

合
羽
摺
と
い
う
と
、
幕
末
期
に
上
方
で
多
用
さ
れ
て
お
り
、
蛍
光
色
的

な
派
手
派
手
し
い
色
を
用
い
て
い
る
た
め
に
、
本
自
体
も
安
っ
ぽ
い
印
象

を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
明
朝
紫
硯
』
の
合
羽
摺
は
、

黒
田
源
次
も
「
極
め
て
精
巧
」
で
「
精
緻
に
し
て
雅
潤
な
る
搏
彩
」
で
、

「
後
年
の
合
羽
摺
中
に
比
肩
す
る
も
の
を
見
な
い
位
で
あ
る
」
と
評
す
る

（
前
出
『
上
方
絵
一
覧
』）
よ
う
に
、
と
て
も
初
例
と
は
思
え
な
い
程
の
完

成
度
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
時
に
浮
世
絵
研
究
者
の
浅
野
秀
剛
が
、『
明

朝
紫
硯
』
に
先
立
つ
合
羽
摺
の
例
と
し
て
、
貞
享
（
一
七
八
四
～
八
八
）

頃
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
大
津
絵
や
、
お
そ
ら
く
は
享
保
頃

か
ら
遅
く
と
も
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
は
行
わ
れ
て
い
た
浄
瑠
璃
絵

尽
し
・
歌
舞
伎
絵
尽
し
の
袋
の
絵
な
ど
の
存
在
を
指
摘
し
た）

11
（

。
合
羽
摺
は

『
明
朝
紫
硯
』
で
忽
然
と
登
場
し
た
技
法
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
多
色
摺
に
つ
い
て
も
、
江
戸
初
期
よ
り
数
色
の
套
印
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
『
塵
劫
記
』
や
『
御
馬
印
』
な
ど
を
例
に
指
摘
さ
れ
て
お

り）
11
（

、『
明
朝
紫
硯
』
は
そ
れ
ほ
ど
早
い
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。『
明

朝
紫
硯
』
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
全
図
に
色
数
の
多
い
多
色
摺
を
行
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
点
で
画
期
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

何
故
そ
れ
が
行
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
可
能
で
あ
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
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わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
清
版
『
芥
子
園
画
伝
』
を
見

る
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

数
あ
る
伝
本
の
中
で
最
も
状
態
の
良
い
早
印
本
と
さ
れ
る
大
東
急
記
念

文
庫
蔵
本
の
原
寸
カ
ラ
ー
版
『
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵　

芥
子
園
画
伝　

初
集　

二
集　

三
集
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
）
の
第
二
・
三
集
の
多

色
摺
部
分
を
眺
め
る
と
、
そ
の
精
密
さ
や
鮮
や
か
さ
に
思
わ
ず
声
が
漏
れ

そ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
次
々
に
『
明
朝
紫
硯
』
に
酷
似
し
た
図
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
、
木
村
兼
葭
堂
が
「
芥
子
園
畫
本
に
倣
ひ
、
明
人
の
畫
を

模
寫
し
」
と
記
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
と
と
も
に
、
両
者
の
完
成
度
に
は

大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
芥
子
園
画
伝
』
二
集
・
三
集
は
刊
行
か
ら
二
〇
年
後
の
享
保
六
年
（
一

七
二
一
）
に
は
日
本
に
伝
わ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る）

1（
（

。
大
岡
春
卜

お
よ
び
そ
の
周
辺
の
『
明
朝
紫
硯
』
の
製
作
に
か
か
わ
っ
た
人
々
が
、
清

版
『
芥
子
園
画
伝
』
二
・
三
集
を
手
に
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
に
似
た
も
の
は
製
作
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。『
明

朝
紫
硯
』
は
同
書
か
ら
明
代
絵
画
の
構
図
を
模
倣
し
た
の
み
で
は
な
く
、

そ
の
繊
細
な
彩
色
の
再
現
に
も
挑
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
上
巻
第
11
図
（
克

弘
）
の
木
蓮
を
活
け
た
花
瓶
の
描
写
の
緻
密
さ
と
色
の
淡
さ
（
図
20
）
な

ど
、
と
て
も
日
本
最
初
の
本
格
的
な
彩
色
画
譜
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
完

成
度
を
し
め
し
て
い
る
。
し
か
し
色
数
の
多
さ
か
ら
し
て
も
そ
の
忠
実
な

再
現
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
に
近
づ
く
方
法
を
模
索
し
た
中
で
発

見
し
採
用
し
た
の
が
、
当
時
発
達
し
つ
つ
あ
っ
た
合
羽
摺
の
併
用
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
錦
絵
（
浮
世
絵
）
が
、
中
国
の
蘇
州

版
画
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
の
は
現
在
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る）

11
（

（図20）斯道文庫本第11図
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が
、『
明
朝
紫
硯
』
に
お
け
る
蘇
州
版
画
の
影
響
に
つ
い
て
も
研
究
が
進

ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る）

11
（

。

江
戸
時
代
の
人
々
が
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
貴
重
で
高
価
な
版
本
や
版

画
に
接
し
て
衝
撃
を
受
け
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
模
倣
し
た
初
期
例
と
し
て

も
、『
明
朝
紫
硯
』
は
貴
重
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

門
人
を
始
め
と
す
る
絵
師
を
志
す
者
の
た
め
に
、『
画
本
手
鑑
』
六
巻

（
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
刊
）
を
上
梓
し
て
よ
り
、『
詠
物
史
画
』
一
巻

（
元
文
三
年
（
一
七
三
八
））、『
画
巧
潜
覧
』
六
巻
（
元
文
5
年
（
一
七
四

〇
））、『
和
漢
名
画
苑
』
六
巻
（
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
））、『
丹
青
錦
囊
』

六
巻
（
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
））、『
麁
画
便
覧
』
三
巻
（
宝
暦
一
一
年

（
一
七
六
一
））
な
ど
、
春
卜
は
次
々
に
画
譜
類
を
刊
行
し
続
け
た
。『
明

朝
紫
硯
』
を
そ
れ
ら
と
見
比
べ
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
絵
の
素
材
や

構
図
な
ど
の
共
通
点
が
確
認
で
き
る
一
方
で
、
彩
色
の
有
無
に
よ
る
印
象

の
違
い
の
大
き
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
仲
田
勝
之
助

が
、「
春
卜
の
一
大
飛
躍
を
示
せ
る
『
明
朝
紫
硯
』
に
至
る
過
程
を
示
す

一
段
階
を
な
す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
」
と
評
す
る）

11
（

、
画
題
や
構
図

な
ど
で
特
に
共
通
性
が
高
い
『
詠
物
史
画
』（
大
英
博
物
館
蔵
の
延
享
元

年
（
一
七
四
四
）
誉
田
屋
伊
右
衛
門
求
版
本
の
画
像
が
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
）
を
眺
め
る
時
、
本
当
に
役
に
立
つ
画
譜
で
あ
る

に
は
彩
色
が
必
要
と
の
確
信
を
得
て
、
中
国
に
お
け
る
『
芥
子
園
画
伝
』

の
役
割
を
日
本
で
果
た
す
も
の
と
し
て
、
春
卜
ら
が
『
明
朝
紫
硯
』
の
製

作
に
挑
む
に
い
た
っ
た
も
の
と
理
解
し
た
く
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

書
物
に
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
海
の
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
き
た
品
々

に
接
し
た
日
本
人
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
嘆
す
る
と
と
も
に
、
同
じ

も
の
を
作
ろ
う
と
工
夫
努
力
し
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
と
そ
れ
を
よ
り
良

い
も
の
へ
と
改
良
し
た
り
、
新
し
い
魅
力
を
付
与
す
る
な
ど
し
て
、
完
全

に
自
分
た
ち
の
も
の
と
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
歴
史
と
は
、

海
外
の
模
倣
の
繰
り
返
し
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

卑
近
な
例
で
い
え
ば
、
現
在
日
本
の
国
民
食
と
な
っ
て
い
る
ラ
ー
メ
ン
や

カ
レ
ー
な
ど
は
、
そ
の
最
た
る
例
で
あ
ろ
う
。
書
物
に
関
連
す
る
分
野
に

限
る
と
、
紙
や
墨
の
製
法
、
書
物
の
装
訂
法
、
木
版
印
刷
や
活
字
印
刷
の

技
法
、
着
彩
の
技
法
な
ど
は
、
す
べ
て
中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
っ
て
、

日
本
で
も
生
産
や
製
作
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
そ
の
品
質
の

高
さ
や
完
成
度
を
誇
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
で
最
初
の
本
格
的
な
彩
色
画
譜
で
あ
る
『
明
朝
紫
硯
』
も
、
そ
う

し
た
日
本
人
の
外
来
品
の
模
倣
の
歴
史
の
中
の
注
目
す
べ
き
一
例
と
し
て
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位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
模
倣
の
初
期
が
試
行
錯
誤
の
繰

り
返
し
に
な
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、『
明
朝
紫
硯
』
の
初
印

本
は
先
人
た
ち
の
工
夫
と
努
力
の
跡
を
生
々
し
く
伝
え
て
く
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

美
術
史
的
・
印
刷
史
的
に
著
名
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
伝
本
が
希
少

な
『
明
朝
紫
硯
』
の
初
印
本
の
、
注
目
す
べ
き
新
出
本
に
つ
い
て
紹
介
し
、

初
印
本
間
に
お
け
る
位
置
付
け
を
行
っ
て
み
た
が
、
不
慣
れ
な
分
野
で
も

あ
り
、
誤
認
や
失
考
も
少
な
く
な
い
こ
と
を
懼
れ
て
い
る
。
博
雅
の
御
教

示
や
御
批
正
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
い
え
る
の
は
、
や
は
り
版
本
は
一
点
の
み
を
見
て
判
断
す
る
の

は
危
険
で
、
少
な
く
と
も
同
版
と
思
わ
れ
る
も
の
の
情
報
を
で
き
る
だ
け

沢
山
あ
つ
め
て
、
詳
細
に
比
較
し
て
か
ら
結
論
を
だ
す
べ
き
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
彩
色
の
あ
る
も
の
は
一
層
そ
の
こ
と
が
大
切
と
な
る
の
で
あ
る
。

至
極
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、『
明
朝
紫
硯
』
の
初
印
本
を
調
査
し
て
、

こ
の
こ
と
が
改
め
て
身
に
染
み
た
次
第
で
あ
る
。

近
時
に
斯
道
文
庫
蔵
と
な
っ
た
吉
田
小
五
郎
氏
旧
蔵
の
『
明
朝
紫
硯
』

が
、
美
術
史
や
出
版
史
は
も
と
よ
り
、
書
誌
学
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、

広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
筆
を
擱
く
こ
と
と
し
た
い
。

《
付
記
》　

調
査
の
過
程
で
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
蔵
『
明
朝
紫
硯
』

三
巻
三
冊
の
菱
屋
孫
兵
衛
版
（
奥
付
に
「
皇
都
書
肆
五
車
楼
畫
譜
類
藏
版

略
目
録
」
と
の
半
丁
の
広
告
が
あ
り
、
そ
の
左
に
「
安
永
九
年
〈
庚
／
子
〉

正
月
刻
成
／
文
化
九
年
〈
壬
／
申
〉
初
冬
求
版
／　

皇
都
書
肆　
〈
御
幸

町
姉
小
路
上
ル
町
〉
菱
屋
孫
兵
衛　

藏
版
」
と
あ
る
、
マ
ル
ケ
氏
分
類
Ｂ
・

２
の
伝
本
）
が
、
特
徴
あ
る
「
吉
田
」（
小
判
朱
）
と
そ
の
左
下
の
朱
で

塗
り
潰
さ
れ
た
長
方
朱
印
の
存
在
か
ら
、
吉
田
小
五
郎
旧
蔵
本
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
吉
田
の
手
を
離
れ
、
同
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
経
緯

は
不
明
で
あ
る
が
、
初
印
本
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
手
放
し
た
可
能
性
も

あ
ろ
う
か
。

　

入
稿
後
に
黒
田
源
次
編
『
上
方
絵
一
覧
』（
佐
藤
章
太
郎
商
店
、
一
九

二
九
）
に
掲
載
さ
れ
る
、
岡
田
伊
三
次
郎
旧
蔵
本
の
第
31
図
の
図
版
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
解
説
で
説
明
さ
れ
る
奥
付
の
情
報
の
み
で
な
く
、
蔓

の
黒
線
の
欠
け
た
様
子
か
ら
し
て
も
、
同
本
が
Ａ
・
２
に
属
す
る
伝
本
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
匡
郭
の
傷
み
具
合
や
汚
れ
な
ど
の
特
徴
を

見
比
べ
る
と
、
国
会
・
斯
道
両
本
と
は
異
な
る
伝
本
で
あ
る
こ
と
も
確
認

で
き
た
。
今
後
所
在
が
判
明
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

斯
道
文
庫
本
以
外
の
伝
本
の
掲
載
画
像
に
つ
い
て
は
、
各
所
蔵
機
関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
を
、
許
さ
れ
た
方
法
で
ダ
ウ
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ン
ロ
ー
ド
し
、
利
用
条
件
を
確
認
し
た
上
で
使
用
し
た
。
斯
道
文
庫
本
の

画
像
は
自
己
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

原
本
調
査
に
際
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
、
国
立
国
会
図
書
館
と
和
泉
市

久
保
惣
記
念
美
術
館
の
御
担
当
者
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿

は
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
氏
「
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
の
大
岡
春
卜

『
明
朝
紫
硯
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
〇
九
、
二
〇
〇
八
・
四
）

の
お
導
き
で
脱
稿
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
改
め
て
学
恩
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

注（
１
）　

大
阪
歴
史
博
物
館
編
『
木
村
蒹
葭
堂
─
な
に
わ
知
の
巨
人　

特
別

展
没
後
二
〇
〇
年
記
念
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
）。

（
２
）　

木
村
蒹
葭
堂
著
・
暁
鐘
成
編
の
安
政
六
年
刊
『
蒹
葭
堂
雑
録
』
五

巻
の
巻
之
一
所
収
「
巽
斎
翁
遺
筆
」
の
当
該
箇
所
を
、
国
会
図
書
館

蔵
本
に
よ
り
翻
字
す
る
。「
余
五
六
歳
ノ
頃
ヨ
リ
頗
ル
画
事
ヲ
解
、

我
郷
ノ
大
岡
春
卜
狩
野
流
ノ
画
ニ
名
ア
リ
、
因
テ
従
テ
学
ブ
、
春
卜

嘗
テ
芥
子
園
画
本
ニ
倣
イ
明
人
ノ
画
ヲ
模
写
シ
、
明
朝
紫
硯
ト
云
彩

色
ノ
絵
本
ヲ
上
木
ス
、
余
コ
レ
ヲ
見
テ
始
テ
唐
画
ノ
望
ア
リ
」（
漢

字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、
振
り
仮
名
を
省
略
し
、
句
点
を
加
え
て

あ
る
）。

（
３
）　

髙
瀨
弘
一
郎
「
吉
田
小
五
郎
先
生
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
」（『
吉

田
小
五
郎
随
筆
選 

別
冊 

追
想 

吉
田
小
五
郎
先
生
』（
慶
應
義
塾
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
三
）
に
、
そ
の
研
究
の
簡
に
し
て
要
を
得
た
紹

介
が
あ
る
。

（
４
）　

吉
田
小
五
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
通
し
番
号
は
「
一
五
二
」

で
あ
る
。
斯
道
文
庫
の
函
架
番
号
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体
の
整
理
後

に
決
定
と
な
る
。

（
５
）　

日
本
で
見
か
け
な
い
料
紙
で
あ
る
の
で
、
紙
の
専
門
家
で
あ
る
白

戸
満
喜
子
氏
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
通
常
の
薄
茶
色
の
竹
紙
と
異
な

り
、
土
中
の
筍
を
原
料
と
す
る
柔
ら
か
く
白
い
竹
紙
で
は
な
い
か
と

の
御
教
示
を
え
た
。
な
お
、
白
戸
氏
の
翻
訳
に
よ
り
、
竹
紙
に
関
す

る
中
国
の
最
新
の
研
究
書
の
日
本
語
版
が
近
時
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

竹
紙
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
は
、
陳
剛
著
・
稲
葉
政
満
監
修
『
中
国

手
漉
竹
紙
製
造
技
術
』（
科
学
出
版
社
東
京
、
二
〇
二
三
）
を
参
照

い
た
だ
き
た
い
。

（
６
）　

古
明
地
樹
「
柏
原
屋
絵
本
蔵
版
目
録
の
研
究
」（『
浮
世
絵
芸
術
』

一
八
〇
、
二
〇
二
〇
・
四
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
７
）　

仲
田
勝
之
助
『
繪
本
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、一
九
五
〇
）
の
「
第



─ 34 ─

四
部　

狩
野
派
の
流
れ
」・「
四　

大
岡
春
卜　

附
耳
鳥
齋
」・「
明
朝

生
動
畫
園
と
芥
子
園
畫
傳
」
に
お
い
て
、「
圖
の
上
の
題
賛
も
春
卜

の
筆
ら
し
く
、
序
と
一
筆
で
あ
る
事
に
よ
つ
て
さ
う
解
さ
れ
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）　

注
６
に
同
じ
。

（
９
）　
「
芥
子
園
画
伝
の
和
刻
を
め
ぐ
っ
て
」（『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資

料
研
究
所
別
冊
年
報
』
Ⅹ
、
二
〇
〇
六
・
三
）。

（
10
）　

ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
「
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
の
大
岡
春

卜
『
明
朝
紫
硯
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
〇
九
、
二
〇

〇
八
・
四
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
11
）　

正
徹
（
一
三
八
一
～
一
四
五
九
）『
草
根
集
』「
七
夕
硯
」
題
歌
「
星

の
た
め
あ
ら
ふ
硯
も
紫
の
色
こ
き
程
の
こ
と
の
は
も
が
な
」（
三
四

〇
四
）、
正
広
（
一
四
一
二
～
九
四
（
九
三
と
も
））『
松
下
集
』「
自

歌
合　

三
百
六
十
番
」
の
百
十
八
番
左
「
寄
石
恋
」
題
歌
「
い
か
に

し
て
筆
を
も
染
め
ん
紫
の
硯
の
石
の
か
た
き
こ
こ
ろ
は
」（
三
二
〇

九
）。
ま
た
木
下
長
嘯
子
（
一
五
六
九
～
一
六
四
九
）
の
『
挙
白
集
』

に
も
「
石
山
に
ま
う
で
ら
れ
け
る
と
き
」
と
の
詞
書
で
、「
そ
こ
ひ

な
き
あ
ふ
み
の
海
や
紫
の
硯
の
水
の
ゆ
か
り
な
る
ら
ん
」（
一
六
七

五
）
と
の
詠
が
見
え
る
。
石
山
寺
に
紫
式
部
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
硯

が
存
す
る
こ
と
に
因
ん
だ
詠
で
あ
ろ
う
。
ま
た
連
歌
・
俳
諧
で
は
、

硯
と
紫
は
付
合
と
な
る
が
、
こ
れ
は
長
門
国
赤
間
関
で
採
れ
る
紫
色

の
石
で
製
作
さ
れ
る
赤
間
硯
に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ

も
本
書
の
書
名
と
は
直
接
的
な
つ
な
が
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
12
）　

注
９
論
文
の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

リ
ス
ト
で
は
B
・
３
の
「
奥
付
無
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る

が
、
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
（https://collections.m

fa.org/

objects/529474

）
を
確
認
す
る
と
B
・
１
の
文
化
一
〇
年
求
版
本

で
あ
る
。

（
14
）　

公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
（https://w

w
w

.m
etm

useum
.org/

art/collection/search/78708

）
を
確
認
す
る
と
、
序
と
挿
絵
の

印
章
が
な
く
、
龍
形
蔵
版
印
は
あ
る
も
の
の
、
奥
付
の
な
い
本
で
、

分
類
D
に
近
い
も
の
な
が
ら
奥
付
を
欠
く
、
新
出
の
も
の
と
な
る
。

（
15
）　

公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
（https://pulverer.si.edu/node/406/

title

）
を
確
認
す
る
と
、
序
と
挿
絵
の
印
章
が
な
く
、
龍
形
蔵
版
印

は
あ
り
、「
皇
都　

五
車
楼
画
譜
類
蔵
版
略
書
目
」
の
末
尾
に
、「
皇

都
書
肆　

御
幸
町
姉
小
路
上
ル
町　

菱
屋
孫
兵
衛　

蔵
版
」
と
の
み

あ
る
、
新
種
の
も
の
で
あ
る
。
略
書
目
は
文
化
九
年
求
版
本
が
一
二

点
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
「
明
朝
紫
硯
」
も
上
段
末
尾
近
く
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に
加
え
ら
れ
た
一
七
点
の
も
の
で
、
匡
郭
な
ど
の
傷
み
具
合
な
ど
か

ら
し
て
、
前
者
の
年
記
部
分
や
下
段
の
後
半
部
分
を
削
り
、
新
た
に

入
木
し
て
点
数
を
増
や
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）　

公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
（https://harvardartm

useum
s.org/

collections/object/101623

）
は
部
分
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、

詳
し
い
種
類
は
判
断
で
き
な
い
が
、
挿
絵
に
画
家
の
印
章
が
な
い
後

印
本
で
あ
る
。

（
17
）　

お
な
じ
く
『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
五
四
四
（
二
〇
〇
六
年
七

月
）
に
、
間
島
由
美
子
に
よ
る
紹
介
記
事
「〈
稀
本
あ
れ
こ
れ
（
461
）

明
朝
紫
硯
〉」
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
解
説
も
間
島
氏
の

担
当
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）　
「
合
羽
摺
（
り
）」
は
、
防
水
効
果
が
あ
っ
て
丈
夫
な
渋
紙
を
切
抜

い
て
穴
を
あ
け
て
型
紙
と
し
、
そ
の
上
か
ら
刷
毛
で
色
を
塗
る
技
法

で
あ
る
。
松
平
進
「
上
方
の
合
羽
摺
り
に
つ
い
て
」（
山
口
桂
三
郎
編

『
浮
世
絵
の
現
在
』
勉
誠
出
版
、一
九
九
九
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
19
）　

大
英
本
中
巻
第
一
三
図
の
「
朱
銓
」
印
は
右
に
倒
れ
た
状
態
で
捺

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
一
つ
一
つ
手
捺
し
し
て
い
た
こ
と
を
端
的
に

教
え
て
く
れ
る
事
例
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ケ
氏
は
下
巻
が
加
わ
っ
た
菱

屋
孫
兵
衛
版
の
分
類
の
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
画
家
の
印
章
の

有
無
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。
京
都
の
菱
屋
孫
兵
衛
の
求
版
本
の
初
期

の
も
の
で
あ
る
Ｂ
は
、
Ｃ
以
下
と
異
な
り
Ａ
と
同
じ
く
画
家
の
印
章

を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、A
と
B
の
印
を
比
較
す
る
と
、

B
は
朱
肉
の
色
が
代
赭
色
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
木
印
を
用
い

て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
印
面
の
様
子
か
ら
判
明
す
る
。
版
木
本
体
は

同
じ
で
あ
る
こ
と
は
匡
郭
の
欠
損
具
合
か
ら
確
認
で
き
る
が
、
求
版

の
際
に
菱
屋
は
石
印
ま
で
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
20
）　

間
島
由
美
子
氏
「
稀
本
あ
れ
こ
れ
（
461
）　

明
朝
紫
硯
」（
二
〇
〇

六
・
七
））。

（
21
）　

嵯
峨
本
に
関
す
る
近
時
の
研
究
と
し
て
は
、
森
洋
久
編
『
角
倉
一

族
と
そ
の
時
代
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
）、
高
木
浩
明
氏
『
中

近
世
移
行
期
の
文
化
と
古
活
字
版
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
）
な

ど
が
あ
り
、
最
新
の
も
の
と
し
て
小
秋
元
段
「
嵯
峨
本
と
は
何
か
」

（『
国
立
図
書
館
月
報
』
七
四
七
・
七
四
八
合
併
号
、
二
〇
二
三
・
七
、

八
）
が
あ
る
。

（
22
）　
「
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
」
及
び
『
伊
勢
物
語
』
版
本
に
つ
い
て
は
、

山
本
登
朗
氏
編
『
伊
勢
物
語
版
本
集
成
』（
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
）

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
同
書
所
収
の
高
木
浩
明
氏
「
古
活
字
版
伊

勢
物
語
の
世
界
」
は
、
注
19
高
木
氏
著
書
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
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（
23
）　

石
井
研
堂
『
錦
絵
の
彫
と
摺
』（
芸
艸
堂
、
一
九
二
九
、
改
訂
復

刻
版
一
九
九
四
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
24
）　
『
芥
子
園
画
伝
』
の
和
刻
本
に
つ
い
て
は
、
注
８
所
掲
の
仲
町
啓

子
氏
論
文
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
25
）　

仲
町
啓
子
も
「
上
・
中
巻
と
い
う
不
規
則
な
形
態
で
取
り
急
ぎ
出

版
さ
れ
た
背
景
に
は
、
河
南
楼
側
の
計
画
を
意
識
し
た
何
ら
か
の
理

由
が
あ
っ
た
と
も
受
け
取
れ
る
」と
、注
８
所
掲
論
文
で
述
べ
て
い
る
。

（
26
）　
「
画
本
研
究（
一
）（
二
）―
明
朝
紫
硯
」（『
美
術
史
学
』七
七
、七
八
、

一
九
四
三
）。
中
野
三
敏
・
菊
竹
淳
二
編
『
日
本
書
誌
学
大
系
四
五

（
四
） 

相
見
香
雨
集
四
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
六
）
に
他
と
の
重

複
を
省
略
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）　

注
6
所
掲
書
。

（
28
）　
「
吹
き
ぼ
か
し
」
に
つ
い
て
は
特
に
説
明
が
な
い
が
、
板
木
の
ぼ

か
し
た
い
部
分
を
濡
れ
雑
巾
で
拭
い
て
か
ら
絵
具
を
乗
せ
、
刷
毛
で

摺
っ
て
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
出
す
「
拭
き
ぼ
か
し
」
の
こ
と
と
考
え

ら
え
る
。
霧
吹
き
を
使
用
す
る
「
吹
き
ぼ
か
し
」
と
い
う
技
法
も
あ

る
よ
う
だ
が
、
マ
ル
ケ
氏
が
指
摘
す
る
第
二
、
一
二
、
一
三
、
一
六
、

一
七
、
一
八
図
を
観
察
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
技
法
を
用
い
た
と
は

見
え
な
い
。

（
29
）　
「
三
都
の
浮
世
絵
版
画
」（『
シ
リ
ー
ズ
三
都　

江
戸
巻
』
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
九
）。

（
30
）　

岡
崎
久
司
「
多
色
摺
源
流
考
」（『
江
戸
文
学
25
』
ペ
リ
カ
ン
社
、

二
〇
〇
二
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
31
）　

大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
関
西
大

学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
六
七
）
に
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）

に
『
芥
子
園
画
伝
初
伝
』（
初
集
）
が
、
同
六
年
に
『
芥
子
園
画
譜
』

（
二
・
三
集
）
が
輸
入
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）　

樋
口
弘
編
『
中
国
版
画
集
成 

解
説
』（ 

味
燈
書
屋
、
一
九
六
七
）、

永
田
生
慈
「
浮
世
絵
と
中
国
民
間
版
画
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」（
山

口
圭
三
郎
編
『
浮
世
絵
の
現
在
』
勉
誠
出
版
、一
九
九
九
）、趙
明
珠
・

山
口
泰
弘「
中
国
清
代
版
画
と
浮
世
絵
の
技
法
に
関
す
る
比
較
研
究
」

（『
三
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
六
四
（
人
文
科
学
）、二
〇
一
三
・

三
）
な
ど
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
33
）　

二
〇
二
二
年
五
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
市
立
大
学
文
化
資

源
学
会 

第
二
回
大
会
に
お
い
て
、崔
旖
「
大
岡
春
卜
画
『
明
朝
紫
硯
』

に
見
ら
れ
る
蘇
州
版
画
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
」
と
の
発
表
が
行
わ

れ
て
い
る
。

（
34
）　

注
７
所
掲
書
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。


